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■問（市）健康増進課（総合保健福祉センター内）

強いだるさ、息苦しさがある方、風邪や発熱が続く
方などは、
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本
市
を
取
り
巻
く
状
況

　

4
月
か
ら
の
総
合
計
画
施
行
に

合
わ
せ
、
総
合
計
画
の
前
期
に
当

た
る
今
後
5
年
間
の
本
市
の
成
長

戦
略
を
、「
第
2
期
三
木
市
創
生

計
画
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
理
念
を
踏
ま
え
、

策
定
過
程
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
人
口
減
少
対
策
と
な
る
具
体
的

な
施
策
を
、
第
2
期
創
生
計
画
に

は
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
は
、
高
齢
化
率
が

33
％
（
令
和
元
年
12
月
末
）
と
高

く
、
と
り
わ
け
出
生
率
に
大
き
く

関
わ
る
20
〜
39
歳
ま
で
の
若
年
女

性
の
比
率
が
、
人
口
の
ピ
ー
ク
で

あ
っ
た
平
成
9
年
当
時
の
25
．
6

％
か
ら
、
平
成
30
年
は
17
．
8
％

ま
で
低
下
し
て
お
り
、
少
子
高
齢

化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
な
お
、
外
国
人
市
民
の
方

は
、
平
成
27
年
度
以
降
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
市
内
総
生
産
や

一
人
当
た
り
所
得
な
ど
は
、
県
平

均
よ
り
も
依
然
低
い
状
態
に
あ
る

こ
と
が
、
統
計
上
明
ら
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
転
出
が
転

入
を
上
回
る
社
会
減
を
改
善
す
る

た
め
、
他
の
地
域
か
ら
人
を
呼
び

込
む
積
極
的
施
策
と
、
世
帯
収
入

の
改
善
を
図
っ
て
い
く
施
策
な
ど

が
、
今
後
の
三
木
創
生
に
は
欠
か

せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
木
創
生

ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

　

本
市
で
は
、
総
合
計
画
や
第
2

期
創
生
計
画
に
掲
げ
る
2
0
6
0

年
に
5
万
人
を
維
持
す
る
と
い
う

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、

地
域
資
源
や
民
間
活
力
を
活
用
し
、

人
口
減
少
対
策
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
戦
略
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

市
長
就
任
か
ら
3
年
目
と
な
っ

た
本
年
は
1
期
4
年
の
折
り
返
し
、

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
っ

て
最
初
の
予
算
編
成
で
あ
り
、
ま

さ
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、「
三
木

創
生
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
」
の
と

き
で
あ
り
ま
す
。

 

次
に
掲
げ
る
7
つ
の
視
点
を
重

点
取
組
と
し
、
し
っ
か
り
と
三
木

創
生
を
推
進
・
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

新
た
な
時
代
、

　
三
木
創
生
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

令
和
2
年
度
　
三
木
市
施
政
方
針

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
三
木

令
和
2
年
2
月
25
日
、
第
3
5
5
回
三
木
市
議
会
定
例
会
で
、

仲
田
一
彦
市
長
か
ら
施
政
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
7
つ
の
視
点
の
重
点
取
組
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■問
（市）
企
画
政
策
課

〇ひょうご情報公園都市次期工区整備については、本市
の熱意を受けた県が令和2年度から整備の具体化に向
けた適地調査に着手することとなった。市では、山陽
自動車道三木東ICから直接アクセスできる専用道路の
予備設計とボーリング調査を実施
〇現行の経営相談、企業訪問に加え、事業計画や事業承
継に関するセミナー開催や専門家派遣などを三木商工
会議所との連携により実施
〇空き家を使った起業に対し、改修費を補助
〇時間や場所にとらわれない働き方ができる「クラウド
ソーシング」を推進し、多世代が活躍できる環境を創出

　持続可能な活力ある地域づくりを進める本市にと
って、雇用の創出は喫緊の課題です。
　中小企業や起業家への支援を強化するとともに、

新たな雇用の創出に向け、ひょうご情報公園都市の
次期工区整備を、県・市協調により進めます。

第2の視点

雇用の創出

〇ツアー大会への登竜門となるレディースゴルフトーナ
メントの開催
〇全国高等学校・中学校ゴルフ選手権春季大会「春高ゴ
ルフ」を三木市で恒久的に開催することで、ジュニア
ゴルファーの聖地化をめざす。また、多くの選手や関係
者の訪問・宿泊に対応するため、三木総合防災公園内に
整備される宿泊施設を活用
〇経済産業省や県との連携による、地域経済牽引事業を
活用した、ゴルフを核としたサービス産業への波及、
ゴルフツーリズムによる体験観光の創出

　本市には西日本最多となる25のゴルフ場がありま
す。本市の一大産業であり、多くの雇用を生み出し
ています。
　「三木と言えばゴルフ」、「ゴルフと言えば三木」と、

広く世間に認知されるよう、「ゴルフのまち推進課」
を設置したうえで事業を推進し、「ゴルフのまち三木」
の一層のブランド化を図ります。

第1の視点

まちのブランド化

4　移住・定住の促進
7　防災

6　教育

重 点 取 組

7つの視点
5　公共交通

3　子育て支援

2　雇用の創出

1　まちのブランド化

▲ホームページはこちら

施政方針の全文は、
市ホームページから
ご覧いただけます。

ひょうご情報公園都市
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〇“高齢者や新婚・子育て世帯、学生など多世代の方々
に、このモデルタウンへ移り住んでいただき、移転元
のスペースへは、新たな若い世代に入っていただく。　”
　この「住み継がれていくまち」として、循環する仕
組みを大和ハウス工業とともに構築

〇不妊治療費を助成
〇助産師や保健師などの個別相談と妊産婦同士の仲間づ
くりを促進する「みっきぃたまぴよサロン」を毎月開
催（21ページ参照）
〇中学3年までの医療費無料
〇0～2歳児の保育料50％軽減
〇国の幼保無償化では措置されない3～5歳の副食費（お
かず・おやつ代）を補助（10ページ参照）
〇一時預かり保育の実施日・定員を拡大（15ページ参照）
〇地域や企業などから寄せられた食品を、生活支援の必
要な子育て家庭に届ける子ども宅食を実施

　本市がこれまで積み上げてきた数々の子育てに対
する支援の総合力は、他のどの地域にも引けをとら
ない充実したものと自負しています。
　充実の子育て支援にさらなる磨きをかけることで、

緑豊かな自然に包まれ、治安面でも優れた環境のな
か、のびのびと子どもたちが育つまち、「子育てする
なら三木」のまちづくりを進めます。

第3の視点

子育て支援

〇神戸電鉄志染駅から三木駅間の昼間時間帯における
増便
〇新三木駅舎のデザイン決定や詳細設計の実施
〇バス交通の見直しによる市内間移動の利便性向上
〇吉川地域におけるデマンド型交通の導入検討

　本市の持続的発展には欠くことのできない神戸電
鉄粟生線への新たな支援を行います。また、市民の
皆様が待ち望まれ、多額の寄附をいただいている三
木駅再生について、新三木駅舎のデザイン決定や、
詳細設計を行い、今後の建設工事につなげます。

　市と大和ハウス工業株式会社が締結した連携協定
に基づき、青山7丁目に大和ハウス工業が所有する
約7ヘクタールの土地を活用して、高齢化したニュ
ータウンへ、新たな世代の循環を促す「団地再耕プ
ロジェクト」に取り組みます。

第5の視点

公共交通
第4の視点

移住・定住の促進

〇国が進める「GIGAスクール構想」にのっとり、学校
における高速大容量のネットワーク環境を整備
〇令和5年度までに、全学年の全児童生徒に一人一台の
パソコンが行きわたるよう、タブレット端末5,800台
を計画的に導入
〇個々の児童生徒に応じた学習プリントやドリルを活用
した反復学習「みっきぃすてっぷ」の一層の充実
〇プログラミング学習用教材を活用した学習環境の整備
充実（民間企業から寄附いただいた教材などを活用）
〇子どもたちにとって望ましい教育環境の整備に向けた
学校再編の推進

　「豊かな学びで未来を拓く」
　グローバル化の進展とともに、様々な分野でAIや
IoTが導入されるなど、超スマート社会が現実のもの
となりつつあります。このような時代にあっても、

家庭の事情や地域の差なく、すべての子どもたちが、
ふるさと三木を愛し、均しく夢に向かって頑張るこ
とのできる。そのような教育環境を整備します。

第6の視点

教育

〇官民連携による積極的な相互応援協定の締結
〇平成30年7月豪雨の浸水被害が生じた石野地区に
ついて、河川の状況調査や流量計算を行い、必要
箇所の工事を実施
〇“誰一人取り残さない”情報伝達網を構築するた
め、固定電話やFAXなどへ情報を伝達できる防災
緊急通知システムを導入
〇有事の際に二次避難所へ電源が供給できるよう、
電気自動車3台を導入（今後、計画的に増車）
〇想定し得る最大規模の浸水想定区域を示した防災
マップの更新および全戸配布

　県内を中心とする関西広域の防災拠点を抱える本
市は、元来、災害の少ない、安全安心のまちであり
ます。国が進める国土強靭化にもしっかりと対応し
たうえ、さらなる防災への取組を進め、生活の拠点

を置くにふさわしい安全安心な場所として、多くの
方に選んでもらえるよう、防災のまち、「住むなら三
木」の基盤整備を進めます。

第7の視点

防災

〇
令
和
2
年
度
当
初
予
算
に
係
る

　
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報

　
み
き
5
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

令和2年4月から市役所の組織が一部変わります
〇「ゴルフのまち推進課」を設置（2階）
〇「多文化共生係（市民協働課）」を設置（4階）
〇「学校再編室」を設置（5階）
〇「企画政策課」へ「法務情報課」を統合（4階）
〇「道路河川課」へ「用地管理課」を統合（2階）
〇「農業共済係（農業振興課）」を廃止（県農業共済組合に統合、事務所は市役所2階にあります。）

・「縁結び課」を2階から4階へ変更
・「市民協働課（市民交流係、生涯活躍のまち推進係）」を4階から2階へ変更課の配置変更｛
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《表1》計画の位置づけ

他の計画

三木市都市計画
マスタープラン

三木市空家等の
適正管理に関する条例

三木市
空家等対策計画

三木市創生計画
人口ビジョン・総合戦略

～人口減少時代に必要な空家対策～

三木市空家等対策計画を策定

　近年、人口減少により使用されていない空家が増えてきています。管理され
ていない空家などは、近隣住民や歩行者に不安を与え、トラブルや事故を引き
起こす危険性があります。

■問（市）生活環境課

《表2》現地調査結果

40.3%
5.8%
8.3%
5.2%
6.0%
2.5%
11.7%
6.2%
12.8%
1.2%

100.0%

591
85
122
76
88
37
172
91
188
17

1,467

三　　木
三 木 南
別　　所
志　　染
細　　川
口 吉 川
吉　　川
緑 が 丘
自由が丘
青　　山

地　区

市全体

市街地

農村地域

ニュータウン

エリア 空家と推定さ
れる物件（件）

市全体に占め
る割合（％）   

市街地
676件

（46.1%）農村地域
495件

（33.7%）

ニュータウン
296件

（20.2%）
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計
画
策
定
の
目
的

　
空
家
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
国
は
「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
平
成
26
年
法
律
第
1
2
7
号
。

以
下
「
空
家
法
」）
を
施
行
し

ま
し
た
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
て
本
市
で

は
、
空
家
に
関
す
る
対
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
三
木
市
空
家

等
対
策
計
画
」（
以
下
「
本
計

画
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
期
間
は
令
和
2
年
度
か
ら
6

年
度
ま
で
の
5
年
間
で
、
市
内

全
域
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
計
画
は
、
市
の
上

位
計
画
で
あ
る「
三
木
市
総
合

計
画
」、
お
よ
び
他
の
関
連
計

画
な
ど
に
定
め
て
い
る
施
策
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
策
定

し
た
も
の
で
す
《
表
1
》。

空
家
の
現
状

　
空
家
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
平
成

30
年
度
に
市
内
全
域
を
対
象
に
、
個
別

の
相
談
や
市
所
有
の
情
報
、
水
道
の
閉

栓
情
報
、
民
間
地
図
会
社
の
情
報
な
ど

三木市

三木市総合計画

整合
連携

基
づ
く

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
特
別
措
置
法

整合

基
本
方
針

　
本
計
画
で
は
、
空
家
の
発
生
を
抑
制

し
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
、
市
、
所
有
者
、
関
係
団

体
な
ど
が
協
働
し
て
、
空
家
の
適
切
な

管
理
や
利
活
用
な
ど
の
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

　
管
理
不
全
の
空
家
は
、
周
辺
住
民
の

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

管
理
は
所
有
者
や
管
理
者
で
行
う
こ
と

が
基
本
と
な
る
た
め
、
所
有
者
な
ど
に

は
、
空
家
を
放
置
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク

に
つ
い
て
周
知
を
徹
底
し
、
空
家
の
適

正
管
理
に
向
け
て
情
報
の
提
供
や
相
談

体
制
を
整
え
る
こ
と
で
意
識
の
啓
発
を

図
り
、
周
辺
地
域
の
良
好
な
生
活
環
境

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
利
活
用
可
能
な
空
家
に
つ
い
て
は
、

改
修
費
用
の
助
成
な
ど
、
活
用
に
対
す

る
支
援
を
行
い
、
居
住
環
境
の
向
上
や

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
管
理
不
全
な
空
家
の
中
で
特

に
危
険
性
が
高
く
、
解
体
な
ど
の
対
策

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
建
物
（
特
定
空

家
等
）
に
つ
い
て
は
、
三
木
市
特
定
空

家
等
措
置
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
運
用

し
、
所
有
者
な
ど
に
解
体
撤
去
に
向
け
、

指
導
・
助
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「三木市空家バンク制度」がリニューアル
します!
制度を見直し、官民連携により、市内の
空家情報を一元化した専用ホームページ
を秋ごろ開設する予定です。

■問（市）縁結び課

空家リスクとは
・家の倒壊や建築資材が飛ぶなどの危険が
ある
・不審者が侵入し犯罪の温床になりやすい
・ごみの不法投棄を招き、放火を誘発する
危険性がある
・草木の繁茂により、害虫が発生したり、
衛生面や景観が悪化する

空家の所有者・管理者の皆さまへ
・管理不全な空家がもたらす賠償責任など、リスクに
ついて十分認識してください
・専門家によるセミナーや相談会などをご利用ください
・計画的な家屋の利用や利活用についてご家族で話し
合ってください
・早期の相続登記をお願いします
・市のホームページや広報などによる情報をご覧くだ
さい

空家相談窓口を活用してください
　空家の管理や活用に関すること、近隣の空家に関す
る相談や情報提供を受け付けています。
〈相談窓口〉生活環境課　空き家対策係

空家の流通を促進し、新たな住民を受け入れ
るとともに、高齢者世帯に対しては、住宅の
更新や生前における相続・登記を促し、将来、
空家とならないように啓発を図ります。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
エ
リ
ア

空家相談窓口や三木市空家バンクを活用して、
空家の適切な管理や利活用を促進することで、
緑に育まれたゆとりある住環境を守り、定住
人口の確保を図ります。

農
村
地
域
エ
リ
ア

空家や空き店舗の利活用を推進し、新たなに
ぎわいと魅力を創出する取り組みを進めます。
また、密集した住宅市街地では、防災と一体
となった対策を検討します。

市
街
地
エ
リ
ア

エリア別の対応

に
よ
り
調
査
対
象
物
件
を
抽
出
し
、
公

道
上
か
ら
の
外
観
目
視
に
よ
る
現
地
調

査
を
実
施
し
た
結
果
、
1
，
4
6
7
件

を
使
用
実
態
が
な
い
可
能
性
の
高
い

「
空
家
等
と
推
定
さ
れ
る
物
件
」と
判
定

し
ま
し
た
《
表
2
》。
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教育大綱基本理念

教 育 目 標

　詳細は市ホームページまたは右記および市民活動センター、
各市立公民館、三木南交流センター、総合隣保館で配布してい
る冊子をご覧ください。

■問・（市）学校教育課
　・（市）人権推進課　☎82－8388

○人権尊重の文化に根ざしたまちづくりの推進
○家庭および地域の教育力の向上
○学びたいときに学べる環境の整備
○地域に根ざした生涯学習と市民活動の活性化
○市民ニーズに対応した図書館の充実
○生きがいとうるおいを感じる文化の育成
○生きがいを実感できる生涯スポーツの振興

人と人との繋がりを
大切にする生涯学習を
進めます

○学校の組織力の向上

○教職員の資質および指導力の向上

○開かれた学校園づくりの推進

○安心・安全な教育環境の整備

○学校の教育環境の充実

魅力ある学校園
づくりを進めます

○就学前教育・保育の推進
○「確かな学力」の向上
○グローバル人材を育成する教育の推進
○「豊かな心」の育成
○「健やかな体」の育成
○特別支援教育の充実

子ども一人一人の
力を伸ばします

令和2年度「三木市教育の基本方針」を定めました

重点目標（3つの柱）と施策目

豊かな学びで未来を拓く

「心豊かに 元気よく 学び続ける」ひとづくり

●
み
っ
き
ぃ
ド
リ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

市
内
25
カ
所
の
ゴ
ル
フ
場
に
よ
る
合
同
ロ
ン
グ
ラ
ン
コ
ン
ペ
。
入
賞
者
は
廣
野
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
行
わ
れ
る
決
勝
大
会
（
12
月
17
日
）
な
ど
に
招
待
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

9
月
30
日
（水）
ま
で

▼
場
所　

市
内
25
ヵ
所
の
ゴ
ル
フ
場

▼
参
加
資
格　

ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー

▼
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

毎
月
全
参
加
者
に
て
順
位
を
決
定
し

ま
す
。

▼
申
込
方
法　

参
加
希
望
の
ゴ
ル
フ
場

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
や
費
用
、
申
込
方
法
は
ゴ
ル

フ
場
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
参
加
希
望

の
ゴ
ル
フ
場
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

入
賞
賞
品
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
2
0
2
0
ゴ
ル
フ
場

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

市
内
25
カ
所
の
ゴ
ル
フ
場
に
よ
る
合

同
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
内
に
1
日
18
ホ
ー
ル
以
上
ラ
ウ
ン

ド
し
た
方
に
ス
タ
ン
プ
を
1
個
押
印

（
同
一
コ
ー
ス
不
可
）。

▼
開
催
期
間　

9
月
30
日
（水）
ま
で

▼
場
所　

市
内
25
カ
所
の
ゴ
ル
フ
場

▼
賞
品　

・
5
〜
9
ス
タ
ン
プ　

2
，
0
0
0
円

　

相
当
の
市
内
商
品
券
※

・
10
〜
14
ス
タ
ン
プ　

1
0
，
0
0
0

円
相
当
の
特
産
品
ま
た
は
市
内
商
品

券
※

・
15
ス
タ
ン
プ
以
上　

2
0
，
0
0
0

円
相
当
の
特
産
品
ま
た
は
市
内
商
品

券
※

※
市
内
ゴ
ル
フ
場
、
道
の
駅
み
き
、
山

田
錦
の
館
で
使
用
可
。 

●
三
木
市
ゴ
ル
フ
大
会

▼
対
象　

18
歳
以
上（
高
校
生
を
除
く
）

▼
賞
品　

9
ホ
ー
ル
の
ス
コ
ア
で
、
ゴ

ル
フ
用
品
、
特
産
品
な
ど
を
贈
呈

（
1
〜
10
位
、
飛
び
賞
）。
18
ホ
ー
ル

の
ス
コ
ア
で
、
プ
ロ
ア
マ
大
会
〔
12

月
22
日
（火） 

関
西
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
〕

出
場
権（
1
〜
10
位
）。

▼
申
込
方
法　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
回
2
カ
月
前
の
広
報
み
き
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

三
木
市
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら

■問
・
■申
■込
（市）
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
推
進
課
　
　
8
8
ー
8
7
0
8

▼三木市ゴルフ大会 開催日程　（変更になる場合あり）　

チェリーヒルズ
ゴルフクラブ

関西クラシック
ゴルフ倶楽部

センチュリー三木
ゴルフ倶楽部

7月3日（金）

9月25日（金）

11月5日（木）

180名

180名

100名

第 8 回

第 9 回

第10回

開催日 開催ゴルフ場 定員

◀ゴルフ協会
　ホームページは
　こちら

FAX
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　年間の保険料は被保険者
一人一人が等しく負担する
「均等割額」と前年の所得
に応じて負担する「所得割
額」を合計します。

（注）総所得金額等とは収入額
から次の控除額を引いた金額
です。〔公的年金等控除額、給
与所得控除額、必要経費。た
だし、所得控除額（社会保険
料控除額、扶養控除額等）は
含みません。〕

　後期高齢者医療制度の保険料を決める基準で
ある保険料率（均等割額と所得割率）は2年ご
とに見直します。

■保険料額の通知について
　個人ごとの保険料額は、7月中旬に送付する
保険料額決定通知書でお知らせします。

後期高齢者医療保険料　
令和2・3年度の保険料率を
お知らせします

■兵庫県後期高齢者医療広域連合の保険料率
均等割額

総所得金額等（被保険者＋世帯主）が次の基準額以下の世帯 軽減割合（軽減後均等割額：年額）

51,371円

48,855円

基礎控除額
(33万円）

世帯内の被保険者全員の各所得
（公的年金等控除額を80万円として計算）が0円

上記以外

基礎控除額（33万円）＋28.5万円（注2）×被保険者数

基礎控除額（33万円）＋52万円（注3）×被保険者数

7.75割（注1）（11,558円）

7割（15,411円）

5割（25,685円）

2割（41,096円）

令 和 2・3 年 度

平成30・令和元年度

所得割率

10.49％

10.17％

均等割額

51.371円

所得割額

（総所得金額等（注）－
33万円）×所得割率

10.49％

保険料額（年額）

＋

=

（上限64万円）

賦課限度額

64万円

62万円

■保険料の計算方法

■問・（市）医療保険課
・兵庫県後期高齢者医療広域連合　☎078－326－2021

■所得の低い方の保険料軽減（令和2年度）
　世帯（世帯主と世帯内の被保険者）の令和元年中の総所得金額等が一定の金額以下の方は、均等割額が
軽減されます。

（注1）本来は7割軽減ですが、特例措置により7.75割軽減。
（注2）令和元年度の28万円から拡充。（注3）令和元年度の51万円から拡充。
　・65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大15万円を控除し、軽減判定。

■被扶養者だった方の軽減
　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった方は、所得割額がかからず、
後期高齢者医療制度の被保険者となってから2年間は均等割額が5割軽減され、年額25,685円です。
　なお、国民健康保険・国民健康保険組合に加入されていた方は対象となりません。
　被扶養者であった方でも、世帯の所得が低い方の軽減を受けることができます。ただし、両方受けるこ
とができる場合は、軽減割合の高い方が適用されます。

　

市
で
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
が
行
う
幼
児

教
育
・
保
育
の

無
償
化
で
は
措

置
さ
れ
な
い
3

〜
5
歳
児
の
副

食
費
（
給
食
の

お
か
ず
・
お
や

つ
代
）
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

4
月
か
ら
、
昨
今
の
副
食
費
の
実
態

に
合
わ
せ
、
施
設
利
用
回
数
の
多
い
2

号
認
定
児
童
に
対
す
る
補
助
を
増
額
し

て
い
ま
す
。

　

1
号
認
定
児
童
に
対
す
る
補
助
額
は
、

4
，
2
0
0
円
/
月
か
ら
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
の
副
食
費
免
除
対
象
者
は
、

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
　
2
号
認
定
児
童

▼
変
更
点
　
補
助
額
上
限　

4
，
2
0

　

0
円
/
月
↓
4
，
5
0
0
円
/
月

■問
（市）
教
育
・
保
育
課

　

結
婚
50
年
目
を
迎
え
る
ご
夫
婦
の
さ

ら
な
る
健
康
を
願
っ
て
祝
い
状
と
記
念

写
真
を
贈
り
ま
す
。

　

申
請
後
、
記
念
写
真
撮
影
券
を
送
り

ま
す
の
で
、
券
に
記
載
の
指
定
写
真
店

で
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所
　
市
役
所
3
階
福
祉
課
、

吉
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
夫
婦
で
昭
和
46

年
中
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
結
婚
し
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方

■問
・
■申
■請
（市）
福
祉
課

　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
、

日
常
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
給
付

（
貸
与
）
し
て
い
る
日
常
生
活
用
具
費

の
品
目
を
追
加
、
限
度
額
を
変
更
し
ま

し
た
。

▼
追
加
品
目
　
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー

ム
、
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
、
埋
込
型
人
工

喉
頭
用
人
工
鼻
、
人
工
呼
吸
器
・
吸

引
器
な
ど
の
医
療
機
器
専
用
バ
ッ
テ

リ
ー

▼
限
度
額
変
更
　
視
覚
障
害
者
用
ポ
ー

タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー（
再
生
専
用
機
）

3
5
，0
0
0
円
↓
4
8
，0
0
0
円

　

対
象
者
、
限
度
額
、
耐
用
年
数
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
■請
（市）
障
害
福
祉
課

2
号
認
定
児
童
に
対
す
る
補
助
額
を
増
額

金
婚
夫
婦
を
祝
福

祝
い
状・記
念
写
真
を
贈
呈

4
月
か
ら
日
常
生
活
用

具
費
の
給
付（
貸
与
）の

内
容
を
一
部
変
更

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
保
険

料
納
付
を
猶
予
し
て
い
る
方
で
引
き
続

き
在
学
予
定
の
方
へ
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
継
続
申
請
書
（
は
が
き
）
を
発
送

し
て
い
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

　

4
月
か
ら
も
引
き
続
き
学
生
納
付
特

例
を
希
望
す
る
方
で
、
は
が
き
が
届
か

な
い
場
合
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
学
校

な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
窓
口
で

継
続
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所
　
市
役
所　

3
階
市
民
課
、

　

吉
川
支
所　

市
民
生
活
課

▼
必
要
な
も
の
　

・
学
生
証
（
写
し
可
）
ま
た
は
在
学
期

　

間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書
（
原
本
）

・
印
鑑
（
本
人
申
請
の
場
合
は
不
要
）

　

学
生
納
付
特
例

は
、
申
請
時
点
の

2
年
1
カ
月
前
ま

で
申
請
で
き
ま
す

が
、
申
請
が
遅
れ

る
と
障
害
年
金
な

ど
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
速
や
か
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
■請
（市）
市
民
課

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
の
継
続
申
請

　

離
婚
の
際
に
お
二
人
の
婚
姻
期
間
中

の
厚
生
年
金
を
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
金
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

離
婚
後
2
年
以
内
に
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
、
近
く
の
年
金
事
務

所
ま
た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■問
・
明
石
年
金
事
務
所

　
　
☎
0
7
8
ー
9
1
2
ー
4
9
8
3

　
・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
0
5
7
0
ー
0
5
ー
1
1
6
5

離
婚
時
の
年
金
分
割
に
つ
い
て

▲ホームページ
　はこちら
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4
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
た
、
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
の
方

へ
の
バ
ス
な
ど
の
乗
車
券
交
付
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
た
め
、
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

受
付
開
始
日
が
決
ま
り
次
第
、
広
報

み
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
で
の
受
付
開
始
日
ま

で
は
窓
口
に
お
越
し
に
な
っ
て
も
交
付

で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
で

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方

　

以
前
に
こ
の
制
度
で
交
付
を
受
け
た

方
も
、
今
回
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

■問
（市）
福
祉
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
、
申
告
所
得
税
な
ど
の

申
告
・
納
付
期
限
を
、
4
月
16
日
（木）
ま

で
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）、

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
期
限
も
延
長

し
ま
す
。
な
お
、
郵
送
で
の
提
出
も
受

け
付
け
ま
す
。

　

延
長
し
た
申
告
・
納
付
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
申
告
期
限

▼
変
更
後
の
振
替
納
付
日

　
・
所
得
税
　
5
月
15
日
（金）

　
・
消
費
税
　
5
月
19
日
（火）

■問
・
■申
■請
・
（市）
税
務
課

・
三
木
税
務
署

　
☎
8
2
ー
0
5
0
1

バ
ス
・
鉄
道
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
券
の
交
付
開
始
時
期
を
延
期

所
得
税
、
住
民
税
な
ど

の
申
告
期
限
を
延
長

　

市
で
は
、
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
良

好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
し

尿
だ
け
で
な
く
生
活
雑
排
水
も
処
理
で

き
る
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
区
域

・
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排

水
区
域
以
外
の
区
域

・
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排

水
区
域
内
で
あ
っ
て
7
年
以
上
整

備
予
定
の
な
い
区
域

▼
補
助
対
象

・
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅

・
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
届
の
審

査
、
ま
た
は
建
築
基
準
法
に
基
づ

く
確
認
を
受
け
て
設
置
さ
れ
る
浄

化
槽

・
賃
貸
借
や
販
売
の
目
的
で
合
併
浄

化
槽
付
き
住
宅
を
建
築
（
改
築
を

含
む
）
す
る
も
の
を
除
く

・
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ

の
切
替
工
事

・
既
設
合
併
浄
化
槽
の
更
新
・
改
築

は
除
く

・
設
置
届
を
令
和
2
年
4
月
1
日
以

降
に
提
出
す
る
方

▼
補
助
金
額

　

設
置
工
事
費
（
宅
内
配
管
は
除
く
）

の
４
割
（
上
限
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

（市）
下
水
道
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■問
・
■申
■請
（市）
下
水
道
課

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付

自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢
者
の
方
へ

・
東
播
都
市
計
画
区
域
区
分
（
線
引 

き
）
見
直
し
の
市
素
案

・
東
播
都
市
計
画
地
区
計
画
（
西
自

由
が
丘
2
丁
目
地
区
）
の
素
案

▼
閲
覧
・
募
集
期
間
　
4
月
13
日
（月）

　

〜
27
日
（月）

▼
閲
覧
場
所
　
市
役
所
2
階
都
市
政

策
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会

▼
日
時
　
4
月
19
日
（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
市
役
所　

2
階
入
札
室

■問
・
■提
■出出
（市）
都
市
政
策
課

都
市
計
画
に
関
す
る
意
見
を
募
集

　

4
月
か
ら
路
線
バ
ス
・
高
速
バ
ス

ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
後
の
ダ
イ
ヤ
は
、
各
停
留
所

時
刻
表
ま
た
は
神
姫
バ
ス
N
A
V
I

（https://navi.shinkibus.jp/snk

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
発
行
し
た
「
三
木
市

公
共
交
通
総
合
時
刻
表
（
2
0
1
9

年
11
月
版
）
」
は
、
10
月
の
ダ
イ
ヤ

改
正
後
に
変
更
予
定
で
す
。

■問
（市）
交
通
政
策
課

　

山
陽
自
動
車
道
を
運
行
す
る
高
速

バ
ス
「
姫
路
駅
〜
大
阪
空
港（
伊
丹

空
港
）」
線
で
4
月
か
ら
志
染
バ
ス

停
留
所
で
も
乗
降
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
ダ
イ
ヤ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
大
阪
空
港
へ

の
お
出
か
け
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■問
（市）
交
通
政
策
課

路
線
バ
ス
・
高
速
バ
ス

の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施

山
陽
自
動
車
道
高
速
バ

ス
「
姫
路
駅
〜
大
阪
空

港（
伊
丹
空
港
）」
線
で

新
た
に
志
染
バ
ス
停
留

所
で
乗
降
が
可
能
に

▲ホームページはこちら

▲ホームページはこちら

　現在、「三木市バス交通の見直し方針」に基づき、10月の北播磨総合医療センター方面行きバスの
見直しを進めています。見直し（案）について、市内10地区で住民説明会を開催しますので、お住い
の地区の説明会にご参加ください。
　住民説明会は合計2回開催予定で、今回が第1回目となります。

北播磨総合医療センター方面行きバスの見直し（案）に関する住民説明会（第1回目）を開催

吉　　川
口 吉 川
三　　木
細　　川
別　　所
三 木 南
志　　染
緑 が 丘
青　　山
自由が丘

4月19日（日）
4月21日（火）
4月25日（土）
4月26日（日）

5月 8 日（金）

5月 9 日（土）
5月10日（日）
5月17日（日）
5月23日（土）

午前10時～
午後 7 時～
午前10時～
午前 9 時～
午後 6 時～
午後 8 時～
午前10時～
午後1時30分～
午後5時30分～
午後2時～

吉川町公民館
口吉川町公民館
中央公民館
細川町公民館
別所町公民館
三木南交流センター
志染町公民館
緑が丘町公民館
青山公民館
自由が丘公民館

地 区 名 日　　　時 場　　所 ■問（市）交通政策課

午
前
9
時
〜

11
時
30
分
、

午
後
1
時
〜

3
時
30
分

市
役
所

3
階
税
務
課

午
前
9
時
〜

午
後
4
時

4
月
16 
日
（木）
ま
で

三
木
税
務
署

時
間

期
限

確
定
申
告

住
民
税
申
告

場
所

延期

12広報みき ２０２０．413



みっきぃナビ

三木市役所・〒６７３－０４９２　上の丸町１０－３０・　82−2000

相　

談

く
ら
し

健　

康

子
育
て

募　

集

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催　

し

施　

設

教
室
・
講
座

●
思
春
期
・
ひ
き
こ
も
り
相
談

▼
日
時　

4
月
16
日
（木）　

午
後
1
時
〜

▼
内
容　

人
と
う
ま
く
つ
き
あ
え
な
い
、

　

仕
事
・
学
校
に
行
け
な
い
、
不
安
・

　

ゆ
う
う
つ
な
ど
の
相
談

▼
相
談
員
　
臨
床
心
理
士

▼
実
施
日　

火
曜
：
午
後
1
時
〜
4
時

　
　
　
　
　

木
・
金
曜
：
午
前
9
時
〜
正
午

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
の
生
後
6
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

▼
費
用　

乳
幼
児
1
人
あ
た
り　

1
，
0
0
0
円
/
回

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
定
員　

先
着
8
名
/
日

●
登
録　

利
用
日
前
日
ま
で
に
子
ど
も
と
一
緒
に
教
育
セ

ン
タ
ー
2
階
子
育
て
支
援
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
土

日
祝
・
年
末
年
始
除
く
）。

　
▼
持
ち
物　

保
険
証
な
ど
子
ど
も
の
生
年
月
日
が
確
認
で

　
　

き
る
も
の

■問
・
■申
■込
（市）
子
育
て
支
援
課
　
一
時
預
か
り
担
当
　
☎
8
2
ー
6
1
0
5

児
童
セ
ン
タ
ー
の
一
時
預
か
り
保
育
が

週
2
日
↓
3
日
、
定
員
が
6
名
↓
8
名
に
拡
大

　

午
前
11
時
台
〜
午
後
2
時
台
の
志
染
駅
〜
三
木
駅
間
の
上
下
各
4
便
の
増
便

を
、
社
会
実
験
と
し
て
2
年
間
、
市
の
施
策
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
時
間
帯
の
志
染
駅
〜
三
木
駅
間
の
運
行
は
1
時
間
に
1
便

か
ら
30
分
に
1
便
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乗
車
機
会
が
増
え
、
よ
り
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
粟
生
線
を
将
来
に

残
す
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

ダ
イ
ヤ
は
、
神
戸
電
鉄
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
駅
設
置
の

携
帯
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
交
通
政
策
課

神
戸
電
鉄
粟
生
線
志
染
駅
〜
三
木
駅
間
の

昼
間
時
間
帯
の
増
便
を
実
施

ぜ
ひ
粟
生
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

加
東
健
康
福
祉
事
務
所
で
精
神
保
健
相
談
を
実
施

●
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

▼
日
時　

4
月
23
日
（木）　

午
後
1
時
〜

▼
内
容　

眠
れ
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す

る
、
不
安
が
強
い
、
気
分
が
落
ち

込
む
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
相
談
な
ど

▼
相
談
員
　
精
神
科
医
師

▼
場
所　

社
総
合
庁
舎
別
館　

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

5
月
以
降
の
日
程
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■問
・
■申
■込
（県）
加
東
健
康
福
祉
事
務
所

地
域
保
健
課
　

☎
0
7
9
5
ー
4
2
ー
9
3
6
7

　4月上旬に予定していた、高齢者や障がいのある方への外出支援のための乗車券な
どの交付は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、延期することとしました。
　対象の方には、延期のお知らせを送付し、新たな日程が決まり次第、交付申請書を
送付します。
　なお、市役所での受付開始日までは各担当課の窓口にお越しになっても交付できま
せん。ご理解とご協力をお願いします。

●バス･鉄道･タクシーの乗車券など
▼対象者　市内に住所があり、次のいずれかに該当する方
・70歳以上の方（昭和26年4月1日までに生まれた方）
・身体障害者手帳第1種の方
・療育手帳A判定の方
・精神障害者保健福祉手帳1級の方

■問・（市）福祉課（高齢者）
・（市）障害福祉課（障がいのある方）

●神戸電鉄福祉パス
▼対象者　市内に住所があり、次のいずれかに該当する方
・70歳以上の方（昭和26年4月1日までに生まれた方）
・身体障害者手帳第1種の方
・療育手帳A判定の方
・精神障害者保健福祉手帳1級の方

■問（市）交通政策課

●温泉施設等利用助成券
▼対象者　市内に住所がある、70歳以上の方（昭和26年4月1日までに生まれた方）

■問（市）福祉課

バス・鉄道・タクシーの乗車券などの
交付開始時期を延期

延期

▲ホームページ
　はこちら
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相　

談

く
ら
し

健　

康

子
育
て

募　

集

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催　

し

施　

設

教
室
・
講
座

▼
支
援
金
の
種
類

①
立
上
げ
支
援
型

②
協
働
型
（
市
と
の
共
催
事
業
な
ど
）

③
経
過
措
置
（
令
和
2
年
度
ま
で
）

▼
対
象
団
体

①
4
月
1
日
時
点
設
立
2
年
未
満
で
今
ま

で
支
援
金
を
受
け
て
い
な
い
団
体
ま
た

は
現
制
度
の
立
上
げ
支
援
型
支
援
金
を

2
回
ま
で
受
け
た
こ
と
の
あ
る
団
体

③
制
度
改
正
前
ま
で
の
助
成
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
団
体
ま
た
は
助
成
を
受
け
た

こ
と
が
な
く
て
も
平
成
28
年
3
月
31
日

ま
で
に
設
立
さ
れ
て
い
る
団
体

①
②
③
共
通

•
5
名
以
上
（
③
は
2
名
以
上
）
で
構
成

さ
れ
、
市
内
在
住
の
方
が
半
数
以
上

•
団
体
の
事
務
所
の
所
在
地
ま
た
は
代
表

者
の
住
所
が
市
内
に
あ
る

•
市
内
で
団
体
構
成
員
以
外
の
人
に
対
す

る
活
動
（
事
業
）
を
令
和
2
年
度
中
に

12
日
以
上
実
施

•
市
か
ら
他
の
委
託
料
お
よ
び
補
助
金
を

受
け
て
い
な
い

▼
支
援
金
の
上
限

①
初
年
度
10
万
円

　

次
年
度
以
降
5
万
円
（
2
回
分
の
み
）

②
対
象
経
費
の
2
分
の
1

③
5
万
円　

▼
対
象
と
な
る
経
費

　

事
業
（
活
動
）
の
実
施
に
直
接
係
る
経
費

（例）
チ
ラ
シ
な
ど
の
印
刷
代
、
活
動
資
材
の

購
入
費
、
郵
便
代
、
備
品
購
入
費
な
ど

▼
対
象
と
な
ら
な
い
経
費

　

団
体
の
維
持
、
運
営
に
係
る
経
費

（例）
事
務
所
の
家
賃
、
光
熱
水
費
、
ス
タ
ッ

フ
の
人
件
費
、
飲
食
費
な
ど

▼
受
付
期
限

　

5
月
29
日
（金）

　

2
次
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法

　

市
役
所
2
階
市
民
協
働
課
、
各
市
立
公
民

館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

各
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
持
参
の

み
）。

■問
・
■申
■請
（市）
市
民
協
働
課

　

福
祉
、
環
境
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
青
少
年
育
成
、
そ
の
他
社
会

貢
献
に
係
る
分
野
で
活
動
す
る
団
体
の
立
ち
上
げ
な
ど
に
対
し
て
、

支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
支
援
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
団
体
な
ど
に
は
経

過
措
置
（
今
年
度
が
最
終
）
が
あ
り
ま
す
。

　

主
に
在
家
庭
児
童
お
よ
び
保
護
者
を
対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
活
動
を

す
る
団
体
の
事
業
に
対
し
て
、
活
動
の
際
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

市
民
活
動
団
体
に
支
援
金
を
交
付

子
育
て
支
援
事
業
の
活
動
経
費
を
助
成

▼
助
成
額

　

支
援
の
対
象
と
な
る
経
費
の
総

額（
１
事
業
に
つ
き
10
万
円
を
限

度
）
条
件
あ
り

▼
対
象
団
体

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

団
体

・
2
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
市
内

在
住
の
方
が
半
数
以
上

・
市
を
拠
点
と
し
て
活
動

・
活
動
回
数
の
条
件
を
満
た
す

▼
対
象
と
な
る
事
業

　

市
か
ら
他
の
補
助
金
を
受
け
て

い
な
い
事
業
で

・
子
育
て
中
の
親
子
の
交
流
の
場

の
提
供
お
よ
び
支
援

・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
講
習

▼
対
象
と
な
る
経
費

　

事
業
（
活
動
）
の
実
施
に
直
接

係
る
経
費

（例）
講
師
料
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
印

刷
代
、
活
動
資
材
の
購
入

費
、
郵
便
代
、
備
品
購
入

費
な
ど

▼
対
象
と
な
ら
な
い
経
費

　

団
体
の
管
理
に
係
る
経
費

（例）
事
務
所
の
家
賃
、
光
熱
水

費
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
、

飲
食
費
な
ど

▼
受
付
期
限

　

8
月
31
日
（月）

▼
応
募
方
法

　

教
育
セ
ン
タ
ー
2
階
子
育
て
支

援
課
、
各
市
立
公
民
館
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
請
用
紙
に
、
必
要
事
項

を
明
記
し
、
（市）
子
育
て
支
援
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い（
平
日
・
持

参
の
み
）。

■問
・
■申
■請
（市）
子
育
て
支
援
課

　

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が
地
域
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
住
民
が
自
主
的
に
設
置
し
運
営
す
る
サ
ロ
ン
活
動
に
対
し
て
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
団
体
・
活
動
　

・
5
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
市
内
在
住

の
方
が
半
数
以
上

・
地
域
の
一
定
の
拠
点
で
月
1
回
以
上
、

お
お
む
ね
2
時
間
以
上
開
設
し
、次
の

対
象
利
用
者
に
向
け
た
活
動
を
実
施

・
市
か
ら
他
の
委
託
料
お
よ
び
補
助
金

を
受
け
て
い
な
い
な
ど

【
対
象
利
用
者
】

・
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以
上

・
障
が
い
の
あ
る
、
そ
れ
に
準
ず
る

・
児
童
・
保
護
者
な
ど

▼
補
助
額
（
条
件
あ
り
）
　

・
基
礎
補
助
金

　

4
8
，
0
0
0
円
/
年
を
上
限

・
利
用
者
加
算　

　

10
人
〜
20
人
未
満　

5
0
0
円
/
月

　

20
人
以
上　

1
，
0
0
0
円
/
月

・
開
催
回
数
加
算

　

月
3
回
以
上
5
0
0
円
/
月

▼
対
象
と
な
る
経
費

　

事
業
（
活
動
）の
実
施
に
直
接
係
る
経

費

（例）
消
耗
品
費
、
飲
食
費
、
物
品
購
入
費

な
ど

▼
対
象
と
な
ら
な
い
経
費

　

団
体
の
管
理
に
係
る
経
費

（例）
家
賃
、
光
熱
水
費
、
ス
タ
ッ
フ
の

人
件
費
や
各
種
手
当
な
ど

▼
受
付
期
限　

6
月
30
日
（火）

▼
申
請
方
法　

市
役
所
3
階
福
祉
課
、

吉
川
支
所
健
康
福
祉
課
、
各
市
立
公

民
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
用
紙
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
持
参
の
み
）。

■問
・
■申
■請
（市）
福
祉
課

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
に
助
成
金
を
交
付

　

自
治
会
で
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
が
お
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
、

安
全
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
自
治
会
の
主
な
活
動

•
災
害
発
生
時
の
緊
急
活
動

　

災
害
に
備
え
た

自
主
防
災
組
織
の

結
成
や
防
災
訓
練

•
防
犯
・
み
ま
も
り

　

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の
見
守
り
、

交
通
事
故
の
防
止
、
防
犯
活
動

•
親
睦
・
交
流

　

旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施

•
広
報
・
回
覧

　

市
か
ら
の
広
報
物
の
配
布
、
自
治

会
内
の
連
絡
お
よ
び
防
犯
関
係
の
情

報
な
ど
の
周
知

•
環
境
・
美
化

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
維
持

管
理
、
道
路
や
公
園
の
美
化
、
清
掃

•
集
会
所
の
維
持
管
理

　

集
会
所
の
建
設
・
維
持
管
理

　

詳
し
く
は
地
域
の
自
治
会
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
市
民
協
働
課

気
軽
に
地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か

自
治
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
完
成

　

自
治
会
活
動
を
紹
介
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

3
月
中
旬
か
ら
新
し
く
市
内
に

転
入
し
た
世
帯
に
お
配
り
し
て
い

ま
す
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
各
市
立
公

民
館
、
市
役
所
2
階
市
民
協
働
課

に
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
治
会
で

も
自
治
会
活
動
の
P
R
に
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
は
、
自
治
会
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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相　

談

く
ら
し

健　

康

子
育
て

募　

集

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催　

し

施　

設

教
室
・
講
座 Ｑ

「
感
染
予
防
対
策
」

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
感
染
症
対
策
や
健
康
管

理
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒

外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時
や

食
事
前
な
ど
こ
ま
め
に
手
洗

い
を
す
る
。

マ
ス
ク
の
着
用
・
外
出
時

外
出
の
際
は
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
人
混
み
へ
の
不
要
不

急
な
外
出
は
避
け
る
。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

マ
ス
ク
を
着
用
、
も
し
く

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ン
カ

チ
で
口
・
鼻
を
覆
う
。

健
康
管
理

普
段
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
心
が
け
る
。

適
度
な
湿
度
管
理

乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は

加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、
適

切
な
湿
度
を
保
つ
。

最近の相談から
　友人から投資の話
を勧められ、口座開
設のための初期費用、
100万円を振り込む
と、1週間に1回10
万円の儲けが出ると
担当者から電話で説
明を受けた。「お金が
ない。」と伝えたが
「みんな借金して契約している。儲かるからすぐ
に返済できる。」と言われ「やります。」と口頭で
契約を結んでしまった。後日、解約を申し出る
と「解約はできない。」と言われた。契約書面な
どは一切手元になく、お金は振り込んでいない。
今からでも解約できるか。（19歳　男性）

Ｑ＆Ａ　消費生活相談　　■問（市）生活環境課

Ａ
　契約を拒否している消費者に対して、借金やクレジ
ットでの契約を強引に結ばせる手口が全国的に発生し
ています。
　20歳前後や60歳以上の方からの相談事例が多く寄
せられています。

【アドバイス】
　望まない契約は、きっぱりと断りましょう。
　各事案や状況によって解決方法などは大きく変わる
ので、望まない契約をしてしまい、どうしたらよいか
わからない場合は、当センターへ相談してください。

三木警察署だより　☎82－0110 救急車の適正利用にご協力を！！
救急車や救急医療は限りある資源です。

救急医療を安心して利用できる社会を目指しましょう。

消
費
生
活
相
談

商品や契約に関するトラブル、多重債務に関すること
▶日時　月・火・木・金曜　（第4木曜、祝日を除く）
　　　　午前9時～正午、午後0時45分～4時

▶場所　市役所　2階消費生活センター

ひょうご防犯ネット登録を～ひょうご防犯ネットで危険を察知！～
メールで安全安心情報をお届けする兵庫県警察の防犯情報など配信システムに登録しませんか

　「ひょうご防犯ネット」では、県警本部から身
近に発生した犯罪情報や防犯情報などを登録して
いる方にメールでお知らせしています。
　配信される情報は次のものなどです。
・子どもに関する情報
・女性に関する情報
・ひったくり・路上強盗に
　関する情報
・特殊詐欺に関する情報
・県警からのお知らせ
　希望により、情報の種別
や地域を選択することがで
きます。

●空メールで簡単登録（無料）
　support@police.pref.hyogo.lg.jp
へ空メール送信後、受信した画面
の案内により、登録手続きを行っ
てください。

●地図機能の高度化
　ひょうご防犯ネットで配信した事件などを種別
ごとにアイコンで表示する「犯罪発生マップ」を
県警ホームページで公開しています。
　また、マップ内の統計レポート機能では過去の
街頭犯罪などの発生状況をグラフで確認できます。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に
機
能
す
る
た

め
に
は
点
検
が
重
要
で
す
。「
い
ざ
」
と
い
う

と
き
に
正
常
に
作
動
す
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
点

検
や
こ
ま
め
な
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
古
く
な
る
と
電
子
部

品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
10
年
を
目
安

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
交
換
の
際
は
す
べ
て
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
火
災
信
号
を
受
け
警
報

を
発
す
る
連
動
型
の
も
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

維
持
管
理

▲空メールはこちら
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■問
（市）
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
8
9
ー
0
1
7
1

■問
（市）
消
防
署
　
救
急
救
助
課
　

　
☎
8
9
ー
0
1
7
3



総合保健福祉センター　大塚1丁目6番40号　　吉川健康福祉センター　吉川町大沢412番地

相　

談

く
ら
し

健　

康

子
育
て

募　

集

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催　

し

施　

設

教
室
・
講
座

健康のページ
総合保健福祉センター　☎86－0900
吉川健康福祉センター　☎72－2210

小児救急医療電話相談　子どもの急な病気やけがなど気軽に相談してください。看護師などが相談に応じます。
北播磨圏域子ども医療電話相談　午後6時～10時（祝日・年末年始を除く）☎62－1371

兵庫県子ども医療電話相談　月～土曜　午後6時～翌日午前8時
　　　　　　　　　　　　　　　日曜・祝日・年末年始　午前8時～翌日午前8時
　　　　　　　　　　　　　　　プッシュフォン・携帯電話・スマートフォン　☎＃8000
　　　　　　　　　　　　　　　ダイヤル回線・IP電話　☎078－304－8899

　健 診　対象者には10日前までに案内文を送付
乳児集団健康診査
　■日①4月20日（月）、②4月22日（水）受付は午後0時30分～2時
　■場総合保健福祉センター　
　■対①令和元年11月生まれ
　　②令和元年12月生まれ（令和元年11月生まれも受けられます）
　次回の予定　5月27日（水）

1歳6カ月児健康診査
　■日 4月16日（木） 受付は午後0時30分～2時　
　■場総合保健福祉センター　
　■対平成30年8月1日～9月10日生まれ
　次回の予定　5月21日（木）

3歳児健康診査
　■日 4月17日（金） 受付は午後0時30分～2時　
　■場総合保健福祉センター　
　■対平成29年2月1日～3月10日生まれ　
　次回の予定　5月22日（金）

　母 子
母子健康手帳と妊婦・産婦健康診査費、新生児聴覚検
査費の助成券の交付
　時間に余裕を持ってお越しください。
　■対妊婦
　■持領収書原本、印鑑、振込先の通帳、マイナンバーが確認で

きるもの、運転免許証などの本人確認ができるもの

乳房管理指導等における費用の助成
　■対産後12カ月までの母親（申請の受付は14カ月まで）
　■持母子健康手帳、領収書原本、印鑑、振込先の通帳

みっきぃたまぴよサロン（産前サポート）
　■日 4月28日（火） 午前10時～正午　
　■対妊婦と家族
　■内沐浴体験、口腔ケア、相談
　■期 4月23日（木） 午後5時まで
　■持母子健康手帳、飲料、バスタオル
　■申■☎■【要予約】
　■定□先 15組
　■場・■問総合保健福祉センター

みっきぃたまぴよサロン（産後サポート）
　■日 4月23日（木） 午前10時～正午　
　■対妊産婦、乳児と家族 
　■内相談、妊産婦同士の交流など（妊娠中も利用可）
　■持母子健康手帳
　■場・■問総合保健福祉センター

　相 談
妊産婦・乳幼児健康相談
　身体測定や育児・母乳・栄養・歯科などの相談
　■日 4月13日（月） 午前10時～11時30分　
　■場・■問総合保健福祉センター

乳幼児発達専門相談（すこやか相談）
　子どもの言葉や発達・行動面の相談
　■日 5月13日（水） 午後1時～3時　■申■☎【要申込】
　■場・■問総合保健福祉センター

成人保健相談
　医師・保健師・栄養士による相談、血圧測定、尿検査、血液検
査（■申■☎　■費1,000円）など
　■日①4月8日（水） 午後2時～3時30分
　　 ②4月21日（火） 午後1時30分～3時
　■場・■問①吉川健康福祉センター　②総合保健福祉センター

歯と口の健康相談
　歯科医師による健診・相談と歯科衛生士によるブラッシング
指導
　■日 4月21日（火） 午後1時30分～3時
　■場・■問総合保健福祉センター

不妊・不育専門相談
　妊娠しても流産を繰り返す習慣流産「不育症」に関すること

　電話相談　☎078－360－1388

　■日 4月4日（土）、18日（土） 午前10時～午後4時
　面接相談　

　■日①4月7日（火） 午後2時～3時
　　 ②4月11日（土） 午後2時～5時
　■場①兵庫医科大学病院内　②（県）男女共同参画センター
　■期原則面談日の5日前まで
　■申■☎ 078－362－3250【要申込】

男性不妊専門相談
　■日 6月3日（水） 午後3時～5時
　■場申込時にお伝えします
　■期原則面談日の5日前まで
　■申■☎ 078－362－3250【要申込】

　　その他
ファースト講習会（体力測定室の会員登録）
　■日 4月23日（木） 午後1時30分～3時30分
　■対16歳以上
　■期 4月17日（金） 午後5時まで
　■費1,600円（登録証代込）
　■持運動ができる服装、室内用運動靴、
　　タオル2枚、飲料
　■申■☎■【要予約】　■定□先 10名
　■場・■問総合保健福祉センター

スマートフォン
専用QRコード

休日当番医・小児科救急当番医・休日歯科診療

　当番医および診療科目は変更する場合がありますので、当日の新聞または事前に
医療機関へ確認してください。緊急時のみ利用してください。 

休日当番医
小児科救急当番医
休日歯科診療

■日午前9時～正午、午後1時～5時（受付：午後4時30分まで）
■日火・木曜　午後6時30分～9時30分（受付：午後9時まで）
■日午前9時～正午（受付：午前11時30分まで）
■場 休日歯科診療所（総合保健福祉センター内）☎86－0903　■持 健康保険証

社会人・大学生になっても歯科健診を続けましょう
■問☎86－1622

　4月に新しく社会人や大学生になられる方々は、新
しいステージへの期待に胸が膨らんでいることでし
ょう。しかし、こういったライフスタイルの変化に
ともなって生活習慣が不規則になりがちなのが青年
期の皆さんです。お口の中の環境が悪化してしまう
時期でもあり、それによってむし歯や歯周病のリス
クが増加し、さらには親知らず（智歯）の問題や顎
関節のトラブルも増えてきます。
　ところが、義務教育終了後や高校卒業後は法的に
義務づけられた歯科健診がないため、自分の歯や口
腔の健康状態を把握できる機会をまったく失ってし
まうことになります。そういう状態が続いたまま社
会人や大学生の生活を送り続けることは、歯や口腔
にとっては大変リスクの高い状況と言えます。

　兵庫県と兵庫県歯科医師会は、平成30年に兵庫県
下の５大学をモデル校として在学生対象の集団歯科
健診を実施しました。その結果大学生の50％以上に
歯石や歯垢の沈着が認められ、30％に歯肉炎がある
ことがわかりました。歯肉炎の罹患率は高校生の3倍
以上に増加しています。また、親知らずに問題のあ
る人も30％を超えていました。この結果から集団健
診を受ける機会のない青年期の人たちにとっても、
定期健診と継続的な口腔保健指導が必要であること
がわかります。新社会人、新大学生の皆さん、かか
りつけ歯科医院を持って定期健診を受けるようにし
ましょう。
　詳しくは三木市歯科医師会に所属する歯科医院に
お尋ねください。
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日 月 火 水 木 金 土

 休日歯科診療
【内・小】松本医院　渡瀬診療所
吉川町渡瀬　☎73-0015
【脳外・内・外】正木脳外科クリニック
平田1丁目　☎81-1155　

かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目
☎85－8466

宮崎小児科内科医院
大村
☎82－2131

かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目
☎85－8466

小島医院
末広1丁目
☎82－1057

小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83－5950

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
☎85－6262

小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83－5950

かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目
☎85－8466

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
☎85－6262

【小】小島医院
末広１丁目　☎82-1057
【皮】塚本皮フ科
平田　☎82-1714

 休日歯科診療

 休日歯科診療
【小】藤本クリニック 
緑が丘町西２丁目　☎85-6262
【外・脳外・整】服部病院
大塚　☎82-2550

【内・小】黒田東自由が丘診療所 
志染町東自由が丘２丁目　☎85-6213
【整】岡田整形外科
志染町東自由が丘２丁目　☎89-8440

 休日歯科診療

【内】みきやまリハビリテーション病院
大塚１丁目　☎83-3316
【整】上田医院
緑が丘町本町１丁目　☎85-7700

 休日歯科診療

歯歯科医師会から

【内】内科　【外】外科　【整】整形外科　【小】小児科
【皮】皮膚科　【脳外】脳神経外科

▲スマートフォン
　専用QRコード

※発熱や強いだるさ、息苦しさのある方は、受診する前に当番医に電話でご相談ください。

21 20広報みき ２０２０．4

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各種予定が
変更・中止になる場合があります。
最新情報はホームページや電話でご確認ください。
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ひとりで悩まずご相談ください
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相談項目

女性のための相談
（電話・面談）

女性のための弁護
士相談（面談）

子育て相談
（電話・面談）

児童虐待相談
（電話・面談）

あんしん相談
（電話・面談）

教育相談
（電話・面談）

障がい者福祉相談
（面談）

身体障がい者相談
（面談）

手話通訳相談
（面談）
要約筆記相談
（面談）
求人閲覧・仕事の
紹介（面談）

若者就職相談
（面談）

雇用保険・職業訓練
（面談）

経営・創業相談
（面談）
さわやか県民相談
（電話・面談）
法律相談（テレビ電話）
家事相談（テレビ電話）
夜間法律相談
（電話）

高齢者・障がい者のための弁護士法律相談（電話）

ひとり親家庭相談
（電話・面談）

離婚問題、夫婦、家族、友人、
職場の人間関係、子育てや介護、
心や体、性的少数者、生き方に
ついての悩みなど

配偶者や恋人間のトラブル（Ｄ
Ｖ、離婚、借金、ストーカー被
害）など

ひとり親家庭の生活全般（経済
面や子どもの養育、就労、離婚
問題など）

しつけや親子関係など、子育て
における不安や悩み

児童虐待の相談、通告

支援の必要な子どもや障がいの
ある方の悩みや支援など

障がいのある方やその家族の悩
みや困りごとなど

身体に障がいのある方の悩みや
困りごとなど

ハローワークの求人閲覧と仕事
の紹介など

15～49歳の方の就職、就職後
のキャリア形成など

雇用保険の手続きや職業訓練な
ど

経営・事業承継や創業・開業など

県政や日常生活上の諸問題など

日常生活上の法律問題など
離婚や相続など

解雇、多重債務、生活保護、家
庭の問題など

聴覚に障がいのある方の悩みや
困りごとなど
手話通訳者、要約筆記者の派遣
など

教育全般

内　容 相談日時・予約など 相談場所・電話番号 問い合わせ

①電話相談
　火曜 午前10時～正午、木曜 午後1時～4時
②面接相談（要予約。1人50分）
　火曜 午後1時～4時、木曜 午前10時～正午

4月22日（第4水曜）
午後1時50分～4時30分（1人40分）
（要予約。受付は4月17日（金）まで。先着
4名）事前の面談があります。

月～金曜　午前9時～午後4時
面談は要予約

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

①電話相談　月～金曜　午前9時～午後5時
②面接相談（要予約）
　（ア）火曜　午前9時～午後5時　　
　（イ）4月20日（月）　午後2時～5時

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

4月11日（第2土曜）
午前10時～午後3時

4月21日（第3火曜）
午後1時～4時（予約優先）

月～金曜　午前8時45分～午後5時

月・木・金曜　午前8時45分～午後5時

火～土曜　午前9時～午後5時

月～金曜　午前8時30分～午後5時15分

月～金曜　午前9時～午後5時30分

木曜　午後1時30分～3時30分（要予約）

第2・4金曜　午後1時30分～4時30分（要予約）

第2・4日曜　午後5時～9時

火・木曜　午後1時～4時

火～土曜　午前9時～正午、
　　　　　午後1時～4時30分（要予約）
4月11日（第2土曜）は週末起業相談会

①月～金曜
　午前8時30分～午後5時（要予約）
②4月8日（水）、24日（金）
　午後2時～4時（要予約）
③月～金曜　午前9時～午後5時
　（要予約。受付は相談日の前日まで）

①☎89－2354
②男女共同参画
　センター
（教育センター3階）

男女共同参画
センター
（教育センター3階）

男女共同参画
センター
☎89－2331

（市）子育て支援課（教育センター内）
☎82－0151

（市）子育て支援課（教育センター内）
☎82－9910

（市）子育て支援課（教育センター内）
☎83－2266

市民活動センター

（市）障害福祉課
　 82－9943

障がい者虐待相談
（電話・面談）

障がい者の就労相談
（電話・面談）

障がい者の虐待の通報など

障がい者の就労に関する相談や
支援など

月～金曜　午前8時30分～午後5時
面談は要予約

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

☎89－2336

市役所　3階障害福祉課
☎090－6984－0684

市役所
3階障害福祉課

ハローワーク西神
（神戸市西区糀台5－3－8） ☎078－991－1100

中小企業サポートセンター
（サンライフ三木２階）
☎70－8008

北播磨県民局　さわやか県民相談室
（加東市社字西柿1075－2）
☎0120－61－7830
☎0795－42－5111

☎078－341－9600

☎078－362－0074

ふるさとハローワーク
（サンライフ三木内）　☎86－8609

サンライフ三木
1階分室

①市役所
　3階障害福祉課
②吉川健康福祉セ
　ンター
③障害者総合支援セ
　ンターはばたきの丘

①☎83－2020
②（ア）教育センター
　（イ）吉川健康福祉
　　　センター

発達教育相談
（面談）

児童生徒の発達の遅れや偏り
など

4月16日（木）　午後2時～5時（指導主事）
4月24日（金）　午後2時～5時（医師）
（1人60分）（要予約。受付は4月1日（水）
から。先着各3名）

教育センター
☎83－2020

教育センター
☎83－2020

さんだ若者サポート
ステーション
☎079－565－9300

障害者基幹相談
支援センター
（市役所内）

県弁護士会
☎078－341－7061

FAX

障がいを理由とする
差別の相談（電話・面談）

障がいを理由とする差別の解消
など 月～金曜　午前8時30分～午後5時

相談項目

行政相談（面談）

法律相談（面談）

弁護士による法律
相談（面談）

家事（家庭問題）
相談（面談）

建築なんでも相談
（面談）

市民ふくし相談
（電話・面談）

成年後見相談
（電話・面談）

成年後見専門相談
（面談）

消費生活相談
（電話・面談）

税務相談（面談）

緑が丘プラザみどりん
（緑が丘町東1－1－47）
☎70－7155

4月8日（水） 午後1時30分～3時30分
（1人30分）（要予約。受付は4月6日（月） 
まで。先着4名）　 次回は5月13日（水）

介護・認知症などに
関する相談
(電話・面談)

人権相談（面談）

人権相談
（電話・面談）

農地に関する悩み
相談（面談）

外国人のための
生活相談（面談）

DV 相談
（電話・面談）
子どもいじめ相談
（電話・面談）

こころの相談（電話）

青少年悩みの相談
（電話・面談）

国の仕事やその手続き、サービス
（保険・年金、道路、社会福祉な
ど）に対する苦情や要望

相続、売買、贈与、訴訟、債務整理、
土地登記の手続きなど

土地の境界、分筆など

家庭の問題、不動産、遺産相続、
消費者被害、損害賠償、交通事故、
債務整理、刑事事件など

建築物全般、欠陥住宅、増改築、
業者との金銭トラブル、係争中の
建築物の解消方法など

成年後見制度の利用や手続き
など

成年後見制度の利用など
（相談員　司法書士）

商品や契約に関するトラブル、
多重債務など

税金関係（相続税、贈与税、譲渡
所得など）（相談員　近畿税理士
会三木支部の会員）

介護やダブルケア（介護と子育て
の両立）、認知症、高齢者の虐待
など

名誉・信用の侵害やいやがらせ、
いじめなど

配偶者や恋人からの言葉による
精神的暴力や身体的暴力など

子ども（中学生まで）のいじめ

うつや自殺予防のための当事者
と家族の相談など

不登校、性格、親子関係、友人
関係、いじめなど

農地関係

同和問題、性的少数者、障がい
者差別など

生活全般
（英語のみ。他の言語は要相談。）

日常生活の悩みや困りごと、ひき
こもりなど（相談内容により後日
弁護士などが対応）

土地境界相談（面談）

内　容 相談日時・予約など 相談場所・電話番号 問い合わせ

夫婦の諍い、離婚、親権など
※法律的な判断を要する相談を
　除く

いさか

（市）秘書広報課

社会福祉協議会
☎82－4043

（市）生活環境課

市役所
2階入札室

市役所
2階入札室

市役所
2階入札室

市役所
2階入札室

①市民活動センター
　☎86－7575
②吉川健康福祉センター
　☎72－2940

市役所
2階消費生活センター

市役所　３階中央地域包括支援センター
☎89－2337
吉川サブセンター　☎72－2222
西部サブセンター　☎83－0160

総合隣保館
☎82－8388

市役所　2階農業委員会事務局

市役所　4階国際交流協会
☎　 0794－89－2318

DV相談室　☎82－8300

子どもいじめ防止センター
（教育センター3階）☎82－8110

☎89－2471

教育センター
☎82－8686

市役所
2階入札・入札控室

4月8日（第2水曜）
午後1時30分～3時30分（1人20分）
（要予約。受付は4月1日（水）～前日の午前
中まで。先着各6名）

4月16日（第3木曜）
午後1時30分～4時30分（1人40～50分）
（要予約。受付は4月1日（水）～前日の午前
中まで。先着3名）

4月10日、24日、5月8日（第2・4金曜）　
午後1時30分～3時30分（1人50分）
（要予約。受付は4月1日（水）～各相談日の1
週間前まで。先着各2名）
※受付時に調査票の提出が必要

①水曜（4月29日を除く）、第2・4土曜
　午前10時～午後3時
②4月6日（月）、20日（月）　
　午後1時30分～4時

月～金曜　午前8時30分～午後5時
面談は要予約

4月9日（第2木曜）
午後1時30分～4時30分（1人50分）
（要予約。先着3名）　

月・火・木・金曜（第4木曜除く）
午前9時～正午、午後0時45分～4時

月～金曜
午前9時～午後4時

①4月3日（金）
②4月16日（木）
午後1時～4時

月～金曜　午前9時～午後4時

4月10日（第2金曜）
午前9時～午後5時（要予約）

月～金曜
午前10時～午後5時（要予約）

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約

月～金曜　午前9時～午後5時
※時間外は他の相談窓口を紹介します。

月～金曜　午前9時～午後5時
面談は要予約（1人50分）

4月23日（第4木曜）午後1時30分～4時
30分（1人20分）（要予約。受付は4月1日
（水）～3日（金）  　定員8名。定員を超えた場
合は抽選、ただし初回の方優先）

（市）人権推進課
（総合隣保館）
☎82－8388

（市）障害福祉課

教育センター
☎83－2020

FAX

パソコンの定期相談
（面談） 資料作成、写真の取り込みなど 市民活動センター　☎82－05644月4日、18日（第1・3土曜）

午前10時～正午

Ｄ
Ｖ・い
じ
め・こ
こ
ろ
の
相
談

（市）税務課
市役所
3階第4相談室

①緑が丘町公民館
②市役所
　2階入札控室

4月8日（水） 午後1時30分～3時30分
（1人30分）（要予約。受付は4月6日（月） 
まで。先着4名）　 次回は6月10日（水）
 

成年後見支援センター
（総合保健福祉センター2階）
☎83－0226

市

　

　

民

　

　

相

　

　

談

4月15日（第3水曜）
午後1時30分～3時30分
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・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、相談が中止になる場合があります。
・相談日が祝日と重なるときは休みの場合があります。
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　緑の募金のお願い

　4月15日～5月14日は「みどり
の月間」です。かけがえのない森
と緑を守り育てていくため、自治
会などを通じて「緑の募金」活動
を行いますので、ご協力をお願い
します。
■問（市）農業振興課

　宝くじの助成金で屋台を
　補修
　地域のコミュニティづくりの推
進や伝統文化の振興のため、宝く
じの収益で運営される（一財）自
治総合センターの助成金を活用
し、岩宮町の屋台を修理しまし
た。
■問（市）文化・スポーツ課

　Hello Friends 
（ALT英会話サービス）
　WEB「三木市学校教育課」で
検索
■問（市）学校教育課

　町ぐるみ健診を受けましょう（最初の申込締切は4月13日）

　生活習慣病の予防とがんの早期発見のため
に、今年度も「町ぐるみ健診」が6月から始
まります。ご自身の健康管理のため、ぜひ受
診しましょう。
　詳しくは、4月上旬に世帯主あてに送付す
る「町ぐるみ健診のお知らせ」を確認してく
ださい。
■問（市）健康増進課（総合保健福祉センター内）
　☎86ー0900

　障害者基本計画・障害福祉計画アンケートにご協力を

　市では、令和2年度に第5期障害者基本計画および、
第6期障害福祉計画、第2期障害児福祉計画を策定し
ます。
　対象者にアンケート調査票を送付しますので、4月
30日（木）までに回答をしてください。ご協力をお願い
します。
■問（市）障害福祉課

　令和2年春の全国交通安全運動
　4月6日～15日
　尊い人命を交通事故からまもるため、交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を習慣付けるとともに、交通事故防止の徹底を図るため、
春の全国交通安全運動を実施します。
●運動の重点
・子どもを始めとする歩行者の安全
　の確保
・高齢運転者などの安全運転の励行
・自転車の安全利用の推進
■問（市）生活環境課

　犬を正しく飼いましょう

　犬のフンの処理についての苦情が多く寄せ
られています。
　散歩の際などの犬のフンが放置されたまま
になっていると、不快な思いをする上、衛生
上も好ましくありません。
　「フンの始末は飼主の責任です」
　飼い犬のフンは飼主が家に持ち帰り、飼主
の責任で処理しましょう。また、犬の首輪な
どに必ずひもをかけて放し飼いにせず散歩さ
せましょう。
■問（市）生活環境課

　家族介護者交流会

■日 4月16日（木）
午後1時～3時

■場教育センター　3階セミナー室2
■対高齢者の介護をしている方、ま
たはしていた方

■内情報交換会
■期 4月14日（火）まで
■申■☎■窓
■問・■申■込（市）介護保険課

　土地や家屋の価格が
　縦覧できます
　市内に土地や家屋をお持ちの納
税者は、市内のほかの土地や家屋
の評価額なども確認できます。
■日 ～4月30日（木）
■場・市役所　3階税務課
・吉川支所　市民生活課

■持本人確認に必要な書類（マイナ
ンバーカードや運転免許証な
ど）、所有者の方の委任状（代
理人のみ）

■問（市）税務課

　ごみやし尿に関する連休中の注意事項

●ごみに関する業務
　連休中は土日を除き通常どおり定期収集および
搬入受付を行います。なお、吉川クリーンセンタ
ーでは、可燃ごみの受け入れはできません。
▼ごみの搬入受付時間
　午前8時30分～11時30分、午後1時～3時30分
■問清掃センター　☎83ー2608

●し尿収集
　4月29日・5月2日～6日は、し尿収集を行い
ません。便槽貯留量を確認して早めに申し込んで
ください。
■問・■申■込クリーンセンター　☎83ー2212

　下水道の供用開始区域を
　拡大
　次の地域で新たに下水道の供用
を開始します。
●君が峰、大塚2丁目、芝町、福
井、宿原、与呂木、自由が丘本
町2丁目、別所町高木、東這田、
石野、近藤、志染町高男寺、中
自由が丘3丁目、東自由が丘3丁
目の各一部地域
■問（市）下水道課

　世界自閉症啓発デー（4月2日）にブルーライトアップを実施 
　自閉症の啓発を目的として自閉症支援
団体が世界各地でランドマークを青くラ
イトアップ※するイベントを行っています。
　市内では三木市発達障がい児親の会
「ほわいとはあと」や関係機関の皆様に
よるブルーライトアップが行われます。
■日 4月2日（木）　日没～午後10時頃
■場 市役所正面玄関前オブジェ、緑が丘
さんさん広場時計台、（株）岡田金属
工業所正門時計台（大村）
※青色（Blue）は「癒し」と「希望」を表す
色といわれています。

■問（市）障害福祉課

　下水道への接続のお願い

　供用開始区域で浄化槽やくみ取
り便所を使用している家庭は、し
尿と生活排水を公共下水道に放流
できるようすみやかに排水設備工
事をお願いします。
　また、農業集落排水区域の未接
続家庭も農業集落排水への接続を
お願いします。
■問（市）下水道課

く ら し

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントが変更・中止に
なる場合があります。
最新情報は各施設のホームページなどをご覧ください。
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くらしの情報

　別所公春まつり献詠歌

■内 5月5日（火）の別所公春まつり歌
碑祭で吟詠される短歌。審査で
入選作を決定。

■期 4月9日（木）まで
■申■窓■郵献詠歌（短歌）、住所、氏
名（ふりがな）、電話番号を明
記し、申し込んでください。

■定 1人1首
■問・■申■込（市）市民協働課

　みっきぃ援農隊　黒大豆
　とさつまいもオーナー
■▼植付け　6月13日（土）
　　　　午前10時

▼収穫　10月中旬
日程は天候などで変更あり
■場口吉川町桾原地内
■期 4月17日（金）まで
■費・黒大豆枝豆2,500円/区画（苗

10本）乾燥黒大豆は、別途追
加料金500円/区画が必要で、
区画単位となります。
・さつまいも：1,000円/区画
　（苗5本）

　なお、天候などで収穫できなく
ても参加費は返金しません。
■申■窓■郵■FAX 市役所2階農業振興課
にある申込用紙に必要事項を
明記し、申し込んでください。

■定 □先 100区画程度 （5区画/人）
■問・■申■込（市）農業振興課

　　82ー9613

　兵庫県民ゴルフグランド
　大会地区予選大会出場者
■日 6月10日（水）　
■場三木ゴルフ倶楽部
■対 18歳以上の方（高校生不可）
■内 18ホールストロークプレー（ダ
ブルペリア競技）。

▼表彰　①上位者、飛び賞
②上位8名グランド大会
出場権（11月16日、
東広野ゴルフ倶楽部）

■期 5月8日（金）まで
■費 12,500円（キャディ付、昼食別）
■申■FAX市役所2階ゴルフのまち推進
課・5階文化・スポーツ課、三
木商工会議所、観光協会、各市
立公民館にある申込書に必要事
項を明記し、申し込んでくださ
い。

■定 □先 160名
■問・■申■込（市）ゴルフのまち推進課

　　88ー8708

　三木金物ニューハードウェア賞
▼対象製品　申請者が企画開発し、製品の機能を果た
す上で最も重要となる部分が市および隣接市町で生
産された①～⑤のいずれかに当てはまる製品のう
ち、特に新規性の優れたもの

　①利器工匠具類　②建築金物類
　③作業工具およびその他工具類
　④機械および機械部品並びに取付具
　⑤三木金物産業および三木金物関連産業の振興に寄
　　与する製品
■期 4月24日（金）まで
■申■窓■郵市役所2階商工振興課、市ホームページにあ
る応募用紙に必要事項を記入し、製品を添えて提
出してください。

募 集

▼応募資格　市内に住所と主たる事業所がある個人ま
たは本店がある法人で、市税を完納し、かつ次のい
ずれかに該当する場合
・自社の生産設備が
あり、対象製品の
製造業を営む者

・対象製品の企画開
発を自ら行い販売
する卸売業を営む
者

■定 3点以内/社
■問・■申■込（市）商工振興課

非常勤職員募集　詳しくはホームページで確認または、問い合わせてください。
▼採用期間　～令和3年3月31日

委員募集　詳しくはホームページで確認または、問い合わせてください。
職　　種 応　募　資　格

障害者差別解消支援
地域協議会委員
■定 5名

・①市内在住・在勤・在学　　
・②ほかの審議会などの公募委員でない
・③議会議員および市職員でない
・18歳以上で障がい者差別の解消に向けた取
　組に関心、熱意がある

■期 4月28日（火）
■申■窓■郵応募用紙を提出
■問・■申■込（市）障害福祉課

職　　種 応　募　資　格

学校事務補助員
■定 3名

学校事務に関心があり、パソコン操作（ワー
ド・エクセル初級程度）が可能

■期 4月10日（金）まで
■申■窓■郵市役所5階学校教育課、
市ホームページにある履歴書
を提出。

■問・■申■込（市）学校教育課

三木市防災会議委員
■定 2名

・市内在住
・三木市の防災に関心がある

■期 4月20日（月）まで
■申■窓■郵応募用紙、課題を提出
■問・■申■込（市）危機管理課

美術館協議会委員
■定 2名

・上記①②③と同じ
・18歳以上で美術館の運営に関心がある 

■期 4月20日（月）まで
■申■窓■郵応募用紙を提出
■問・■申■込（市）文化・スポーツ課

文化財保護審議会委員
■定 2名

・上記①②③と同じ
・18歳以上で文化財に関し専門的な知識を有
　する

■期 4月21日（火）まで
■申■窓■郵応募用紙を提出
■問・■申■込みき歴史資料館
　　　　☎82ー5060

▲令和元年度　認定製品

FAX

FAX

FAX

FAX

市役所、各市立公民館に
募金箱を設置しています。
ご協力をお願いします。

●ステージ出演者
▼発表時間　15分以内（準備、
片づけを含む）

■期 5月15日（金）まで
■費 2,000円/団体
■定□抽 10団体程度（市内優先）

　市民農園利用者

■日 4月～令和3年3月
■場細目ファーム（志染町細目）
■内約30㎡/区画。野菜や草花の栽
培（樹木不可）。農具や水道は
備えていますが、資材や苗、肥
料などは利用者で準備してくだ
さい。

■期 4月6日（月）～20日（月）
■費 10,000円/区画（基本区画の場
合）

■申■窓■郵■FAX市役所2階農業振興課
にある申込用紙に必要事項を
明記し、申し込んでください。

■定□先 若干名
■問・■申■込（市）農業振興課

　　82ー9613

　みっきぃ夏まつり2020
　出店者、ステージ出演者、
　ボランティア
■日 7月18日（土）　午後4時～
花火は午後8時～
荒天時中止、順延なし

■場三木総合防災公園
■内花火、ステージイベント、模擬店・屋台
●出店者
■対県内の団体（市内優先）
■期 5月15日（金）まで
■費 10,000円/区画（市内団体）　
15,000円/区画（市外団体）

■定□抽 70区画　テント（3.6ｍ
×3.6ｍ）付き

■申■窓■郵■FAX市役所2階市民協働課、各市立公民館、三木南交流センター、
市民活動センター、市ホームページにある応募用
紙に必要事項を明記し、下記に提出してください。

●会場ボランティア（団体、個人は問いません）
■内来場者の誘導補助やステージイベントなど
の進行補助、ごみ収集など

■申■窓■☎
■問・■申■込（市）市民協働課　　82ー9792

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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　多文化共生社会のための
「日本語ボランティア養成講座」
■日 4月11日（土）　
午前10時～午後3時

■場中央公民館　講座室
■内日本語ボランティアの心得、学
習方法、実習など

■講飯島有美子さん（関西国際大学
准教授）

■費 会員無料、一般1,500円（資料
代込）

■申■☎■窓■郵■FAX ■員住所、氏名、電
話番号を明記し、申し込んでく
ださい。

■問・■申■込国際交流協会
☎　89ー2318
　kokusai@city.miki.hyogo.jp

　男女共同参画センター
　出前講座
■日 4月22日（水）
午後1時30分～3時

■場吉川町公民館
■内人間関係でストレスをためてい
ませんか？～自分も無理せず、
相手に喜ばれるコミュニケーシ
ョンのコツ～

■講横山由紀子さん（コミュニケー
ションサポーター）

■問男女共同参画センター
こらぼーよ　☎89ー2331

　映像で学ぶ！
　はじめての「成年後見制度」
■日 4月17日（金）
午前10時～11時

■場総合保健福祉センター
■内成年後見制度の内容と後見人の
役割（出前講座も受付中）

■期 4月16日（木）まで
■申■☎■FAX ■員住所、氏名、電話番号
を明記し、申し込んでください。

■問・■申■込
　成年後見支援センター
　☎83ー0226
　　86ー0860
　　chiiki@miki.or.jp

　転倒骨折予防教室

■日 5月18日～8月17日（月曜　全14回）　午後1時30分～3時
■場中央図書館　1階視聴覚室
■対市内在住の65歳以上で、要介護認定を受けておらず、初めてみっきぃ☆
いきいき体操に参加する方

■内・みっきぃ☆いきいき体操
　・介護予防に関する講話
　・健康チェックほか
■期 4月30日（木）まで
■持汗ふきタオル、飲料
■申■☎　■定□先 25名
■問・■申■込社会福祉協議会

☎82ー4043

教室・講座 　頭の健康チェック
■日①4月15日（水）　②4月23日（木）
午前10時～午後4時

■場中央地域包括支援センター
①西部サブセンター
　（ハートフルプラザ2階）
②吉川サブセンター
　（吉川健康福祉センター）

■内 20分程度の対話形式の記憶力
チェック、結果説明、健康相
談など　

■期①4月14日（火）まで
②4月22日（水）まで

■申■☎　■定□先各5名
■問・■申■込
中央地域包括支援センター
①西部サブセンター
　☎83ー0160
②吉川サブセンター
　☎72ー2222

FAX

●今月の注目特番　
あのころ　昭和の日リクエスト
■日 4月29日（水）　正午～午後4時
▼出演者　谷五郎、大久保かれん　ほか
　この春から大型連休特番が生まれ変わります。
「昭和の日」にちなみ、あの時代ラジオから流れて
いたあの曲この曲など、当時を振り返りながらリク
エストに応えます。
　また、リクエストをしたリスナーから希望する方

　中央公民館
■申■☎■窓
■場・■問・■申■込 ☎82－2007

シルバーいきいき教室
■日 5月19日～
（第3火曜　全10回）
午後1時30分～3時

■対おおむね60歳以上の方、三木地
区の方優先

■内心豊かな人生を送ることをめざ
し、毎回色々なテーマで講演会
などを開催

■期 4月10日（金）まで
■定□先 200名

うたごえ広場
■日 4月24日～
（第4金曜　全12回）
午前10時～11時

■対 18歳以上の方
■内童謡や懐かしい唱歌など
■期 4月15日（水）まで
■費 2,000円/年（初めての方は教材
費別途必要）

　男の料理教室
■日 5月13日～
（奇数月第2水曜　全6回）
午前10時～午後0時30分
（試食、後片づけ含む）
■場別所町公民館　料理実習室
■対 18歳以上の男性
■内メイン料理からデザートまで3～
4品

■講成瀬恵子さん
■期 4月25日（土）まで
■費 6,000円（材料費込）
■申■☎■窓　■定□先 16名
■問・■申■込別所町公民館

☎82ー0072

説明会
■日 4月28日（火）
午後1時30分～2時30分

■対会員登録してみたい方、興味・関心の
ある方

■内会員登録の方法、活動内容、報酬など

協力会員養成講座
■日 4月28日（火）
午後2時30分～3時30分

■対協力会員登録をしたい方
■内協力会員としての心得

■場総合保健福祉センター
■申■☎■FAX住所、氏名、電話番号を明記し、申し込んでください。
■問・■申■込高齢者ファミリーサポートセンター
　　　　☎83ー7300　　86ー0860FAX

高齢者ファミリーサポートセンター説明会・協力会員養成講座

　国際交流協会　ことばの教室

■場①～③教育センター　④吉川町公民館
■期 4月17日（金）まで
▼年会費　2,000円
（年会費と受講料は初日に支払ってくだ
さい）

■申■窓市役所4階国際交流協会にある申込書に
必要事項を明記し、提出してください。

■定□先各15名
▼受講時間　原則90分/回

① 30回／年　■費 30,000円

英会話実用 ■日月曜
19：00

②15回／年　■費 15,000円

英会話初・中級 ■日土曜14：00

③ 30回／年　■費無料（年会費別途必要）

外国人対象講座
日本語全般
Japanese Class

■日月曜 19：00

④ 30回／年　■費 30,000円

英会話初級Ｄ ■日水曜 19：30

韓国語初中級 ■日火曜
19：00

英会話初級Ａ ■日水曜
19：00

■日木曜
10：00

英会話初級Ｃ

英会話中級

英会話初級Ｂ

中国語初級
■日木曜
19：00

英会話入門 ■日金曜
10：00

Free

Monday

■問・■申■込国際交流協会　☎89ー2318

5月
開講

には電話を通じてパーソナリティとのトークに参加
できるラジオの王道でもある電リクも計画中です。
昭和の三木の様子について
教えてください。
　なお、この番組は、災害
時に加古川市のBAN-BAN
ラジオと連携がとれるよう、
回線のチェックを兼ねて企
画しているものです。

　春の新編成では、「地域の出来事をいち早く伝える」「まちの人や音などを積極的に放送で取り上げる」「文
化・スポーツ行事の企画・放送活動を拡充する」などを目標に地域密着の放送活動を強化していきます。よ
り楽しく！よりパワフルに！ 6日から春の新編成がスタートします。新番組や新人みっきぃずが順次登場し
ます。ご期待ください。

FAX

春の新編成番組スタート
76.1MHz エフエムみっきぃ　　http://www.fm-miki.jp/　　　86－0761　　86－1761　　761@fm-miki.jpFAX

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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　児童手当の手続き
　次のような変更があったときは、15日以内に
手続きが必要です。
・出生、転入などで新たに受給資格が生じた
・受給者が公務員になった、辞めた
・支給対象となる児童が増えた、減った
・受給者や支給対象の児童の住所が変わった
・上記の他、手当の受給にかかる変更があった
　年度末や年度初めは異動が多く、手続き忘れが
例年発生しています。必要な手続きや期限を必ず
確認してください。
　また、手続きが遅れると、遅れた月分の手当を受けられない場合や手
当を返還していただく場合がありますので、注意してください。
■問・■提■出（市）子育て支援課

　閉庁日に児童手当の申請期限を迎える方へ
　児童手当は、出生日や転入予定日（転
出証明書に記載の「転出予定日」）の翌
日から15日以内に手続きが必要です。
ただし、15日目が土日、祝祭日など閉
庁日の場合は、翌開庁日を15日目とし
て扱います。
　閉庁日に申請期限を迎える方のうち、手続きがお済みでない方は必
ず、翌開庁日に手続きを済ませてください。
■問・■提■出（市）子育て支援課

　ジュニアソフトテニス教室

■日 4月11日～（土曜　全10回）
午後6時30分～

■場三木山総合公園　テニスコート
■対市内の小学3～6年生、主催者が
認めた方

■費 5,000円
■期 4月7日（火）まで
■申■☎■窓
■定上限を超えた場合は抽選
■問・■申■込（市）文化・スポーツ課

　みっきぃソフトボール
　フェスタ
■日 4月12日（日）
〔雨天予備日4月19日（日）〕
午前10時～午後0時30分
受付：午前9時30分～10時

■場緑が丘スポーツ公園
■対小学生以上
■内未経験者でも楽しめるチャレン
ジ企画など

■問・ソフトボール協会　栗田さん
☎090ー1078ー1777

・（市）文化・スポーツ課

　スナッグゴルフ
　ペア大会
■日 5月16日（土）
午前9時～正午

■場三木ホースランドパーク
緑の広場

■対小学生以下の子どもと保護者な
ど

■期 4月24日（金）まで
■費 200円/組
■申■窓■FAX市役所5階文化・スポー
ツ課、市ホームページにある
申込用紙に必要事項を明記し、
申し込んでください。

■定□先 30組（60名）
■問・■申■込（市）文化・スポーツ課
　　　　83ー3699

教室・講座

●手話通訳Ⅰ
■日 5月14日～令和3年2月18日
（木曜　全36回）
午後1時30分～3時30分

■対手話奉仕員養成講座修了者で北
播磨5市1町に在住・在勤の方

■内手話通訳の基本技術
■費テキスト代4,950円、送料

●手話通訳Ⅱ
■日 5月14日～令和3年1月28日
（木曜　全34回）
午後6時45分～8時45分

■対手話通訳Ⅰ課程修了者で北播磨
5市1町に在住・在勤の方

■内手話通訳技術のレベルアップ
■費テキスト代3,080円、送料

■場加東市社福祉センター
■期 4月23日（木）まで
■申■窓■FAX住所、氏名、電話番号を明記し、申し込んで
ください。

■定□先各20名
■問・■申■込（市）障害福祉課　　82ー9943

令和2年度手話通訳者養成講座

FAX

FAX

　市民硬式テニス教室

■日 4月11日～（土曜　全10回）
午前8時30分～10時30分

■場三木山総合公園　テニスコート
■対 市内在住・在勤・在学で16歳
以上の方

■費 5,000円
■申■☎　■定 25名程度
■問・■申■込テニス協会　浅川さん
　　　　☎85ー0567

　吉川ソフトテニス
　スクール
■日 4月5日～（日曜　月2回程度）
午前8時30分～10時30分

■場吉川総合公園　テニスコート
■対市内在住・在勤・在学または主
催者が認めた方

■費 300円/回　■申■☎
■問・■申■込ソフトテニス協会

三木さん
☎090ー1955ー6469

　普通救命講習（Ⅰ･Ⅱ）
（Ⅰ）基礎的な心肺蘇生やAEDを使
った講習など

（Ⅱ）（Ⅰ）に加え、筆記・実技試験
■日（Ⅰ）4月11日（土）
　 午前9時～正午
（Ⅱ）4月12日（日）
　 午前9時～午後1時

■場消防本部
■申■☎■窓　■定□先各30名
■問・■申■込（市）消防署　救急救助課
　　　　☎89ー0173

　手話を学んでみませんか
　～初心者向けの講座が始まります～

■日 5月14日～令和3年3月11日
(木曜　全40回)
午前10時～正午

■場市民活動センター、中央公民館
■対手話に関心がある方、手話を学
びたい方

■内手話と聴覚障がいの理解を深め
る、手話を知らない方から始め
られる講座

■期 4月17日（金）まで
■費テキスト代、送料
■申■☎■窓■郵■FAX氏名、住所、電話番
号を明記し、申し込んでくださ
い。

■定□抽 20名
■問・■申■込（市）障害福祉課
　　　　　82ー9943

　パソコン要約筆記者
　養成講座
■■日 5月15日～12月25日
(金曜　全31回)
午後1時30分～4時30分

■場加東市社公民館2階
■対・タッチタイピングで1分間に
　80文字ひらがな入力ができる
　方
・講座終了後、要約筆記者とし
　て活動できる北播磨5市1町
　に在住・在勤の方
・ノートパソコン（Windows8
　以上）を持参できる方

■費テキスト代3,670円、送料
■期 4月23日（木）まで
■申■窓■FAX市役所3階障害福祉課に
ある申込書に必要事項を明記し、
申し込んでください。

■定□先 20名（5名以上で開講予定）
■問・■申■込（市）障害福祉課
　　　　　82ー9943

FAX

FAX

　中途失聴者・難聴者のためのコミュニケーション教室

■日 5月7日～12月3日
（木曜　全8回）
午後2時～4時

■場市民活動センター
■対中途失聴者・難聴者、興味のある方
■講上田月美さん（言語聴覚士）
■期 4月30日（木）まで
■申■☎■窓■FAX住所、氏名、電話・FAX番号
を明記し、申し込んでください。

■問・■申■込（市）障害福祉課　　82ー9943FAX

30広報みき ２０２０．4

くらしの情報
日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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くらしの情報

　旧玉置家住宅
　入場無料
　 ■休火曜
　 ▼開館時間

午前10時～午後4時

甲冑展示
　■日 4月19日（日）

～5月5日（火）
　■内三木甲冑倶楽部

メンバーが作成
した甲冑を展示

鯉のぼり
■日 4月19日（日）
～5月10日（日）

　旧小河家別邸
　入場無料
　 ▼開館日

木～日曜、祝日
午前10時～午後4時

お茶会
　■日 5月5日（火）

午前10時～
午後3時

　■費 500円
（抹茶・和菓子付）
▼お茶券販売場所
観光協会、旧小河家別邸喫茶コーナー

季節の花情報
ツツジ（天候により時期が変わる場合があります）
　別所町花尻の八雲神社で群生するコバノミツバツツ
ジが4月中旬頃に満開を迎えます。地元が一丸となり、
20年以上に渡って整備、保存してきました。
　三木山森林公園、三木ホースランドパーク、志染町
青山の市道緑が丘幹線沿いでも楽しめます。

古式鍛錬　
■日 4月5日（日）　午前10時～　
■場古式鍛錬場（金物資料館横）
■内鑿の古式鍛錬を披露

三木合戦絵解き
■日 4月17日（金）
午前10時～、午後0時30分～

■場法界寺（別所町東這田）
■内法界寺に伝わる3幅の絵図を指しながら、三木合
戦の模様を講談口調で語る。

お花見弁当・和菓子などの予約販売
　期間限定でお花見弁当と和菓子（三木商工会議所
食づくりの会加盟店）を販売。
▼販売期間
　～4月5日（日）
▼申込・引渡し場所
　観光協会
■期 3日前までに注文し
てください。

ホームページはこちら

見ごろ聞きどき
■問・■申■込観光協会　☎83－8400　■休火曜

のみ

遊びに来てね！子育てキャラバン
10：00～11：30（申込不要）

■問児童センター　☎82－2069

絵本の読み聞かせやふれあい遊びなど、親子で楽しいひと時を過ごしませんか。
専門家による相談もできます。

■場・■問吉川児童館　☎72－2220
日　時内　　　　容

あかちゃんひろば 3日㊎
足形ぺったん ○保
■持タオル、汚れても良い服装

わくわくひろば 24日㊎誕生会、春を楽しもう（製作）

場 所 ・ 内 容日時

みんなであそぼう

あかちゃんあつまれ

自由が丘公民館 ○栄
別所町公民館 ○保
青山公民館 ○保
児童センター：誕生会
緑が丘町公民館
志染町公民館 ○保
児童センター ○保  ○栄  

8日㊌
9日㊍
10日㊎
15日㊌
16日㊍
27日㊊
28日㊋

○保保健師　○栄栄養士

子育て　

児童センター
■申■窓■FAX■　詳細は
ホームページで確
認してください。　
■問☎82－2069　■休第4日曜
　開館時間　午前9時～正午、

午後1時～5時　
赤ちゃんのための初めて
キャラバン「ファースト」
■日 5月12日、19日（火曜　全2回）
午前10時～11時

■場児童センター　プレイルーム
■対令和元年10月～2年1月生まれ
の乳児と母親　

■内キャラバンって何、どんなこと
をするのかを親子で体験

■期 4月28日（火）まで
■定□抽 10組

ファミリーDay
親子でこいのぼりを作ろう
■日 5月2日（土）
午前10時～11時30分

■場児童センター　遊戯室
■内大人も子ども
も一緒に大き
なこいのぼり
を作りましょ
う

母親リフレッシュ教室
リズムボクシング
■日 5月18日（月）
午前10時～11時30分

■場児童センター　遊戯室
■対子育て中の母親
■期 4月30日（木）まで
■定□抽 16名
■託 1歳以上
〔■期 4月30日（木）まで〕

ホームページ
はこちら

親子の絆づくりBP1プログラム
「赤ちゃんがきた！」
■日 5月7日～28日（木曜　全4回）
午後1時30分～3時30分

■場児童センター　プレイルーム
■対初日に生後2～5カ月の乳児
　（第1子に限る）と母親
■内親子の絆・子どもの安定根・
子育ての仲間づくり

■期 4月28日（火）まで（土日除く）
■費 テキスト代1,100円
■申■☎■窓　■定□先 10組
■問・■申■込神和認定こども園
　　　　　☎82ー7363

チャイルドシートの貸し出し

■日 4月25日（土）　午前9時30分～11時
■場市役所北玄関
■期 4月24日（金）まで
■申■☎■窓 　■定□先 20名（3/24現在。5月分受付可）
　幼児用シート（ＩＳＯＦＩＸ型も）の寄贈をお願いし
ます。
ボランティアも募集中。
■問・■申■込（市）生活環境課

すくすくみきっこ教室

■日 5月12日～
（第2火曜　全11回）
午前10時～11時30分

■場三木コミュニティスポーツセン
ター

■対 2～4歳児と保護者
■費 1,000円/年
■申■☎■窓
■定□先 30組
■問・■申■込三木コミュニティ
　　　　　スポーツセンター
　　　　　☎83ー3434

クラス制キャラバン（2歳児
以上）募集継続中。詳細は
問い合わせてください。
一緒に楽しく遊びましょう。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントが変更・中止に
なる場合があります。
最新情報は各施設のホームページなどをご覧ください。
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日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（　電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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みき歴史資料館　■問☎82－5060
■休月曜、30日（木）

企画展　タイコと三木
　■日 4月25日（土）～6月21日（日）
　■場 企画展示室

　

三木山総合公園
総合体育館　
■問・■申■込☎83－4445
■休木曜
 キッズスポーツラボ教室
　■日 水曜（月4回）
　午後4時～5時

　■対 年中・年長の幼児
　■内 運動嫌いにならないための運動教室（定期開講）
　■費 13,200円/12回分
　■持運動用の服、上靴、タオル、飲料
　■定□先 20名
シニアウォーキングラボ教室
　■日 金曜（月4回）
　午前10時～11時

　■対 45歳以上の方
　■内 歩行寿命延伸のための運動教室（定期開講）
　■費 10,560円/12回分
　■持運動用の服、上靴、タオル、飲料
　■定□先 30名
●三木山総合公園　屋内プール
　■休 木曜

ハーブ工房みきヴェルデ
■問☎60－4025

「つや庵」手作り和菓子と季節の旬菜の販売
　■日 土・日曜のみ
（4日、5日除く）

　　午前11時～午後3時
（売り切れ次第終了）

　■場飲食物産館駐車場

市役所　みっきぃホール　
■問（市）財政課　
ほのぼの会　展示会
　■日 4月7日（火）午前11時～13日（月）午後4時

　堀光美術館　■問・■申■込☎82－9945
■休月曜、30日（木）
特別企画　柳本富子の足音
　■日 4月11日（土）～5月10日（日）
■内三木に住み、院展を中心
に制作活動をつづけ、
2018年12月に亡くなっ
た日本画家。生前の活動
状況の足音を伝えるべく
その時々の作品を展示。

第1回　アート・ティーン公募展　作品募集
作品受付
　■対 13～19歳（2021年4月1日現在）
■内部　門：絵画（色料で描いた作品）

　木彫（刃物で彫った作品）
テーマ：自由
1人どちらか1点（オリジナルで未発表の作品）

　■期 7月18日（土）、19日（日）
午前10時～午後4時

　■費 500円
■申堀光美術館、ホームページにある
募集要項、応募書類を確認し、提
出してください。

作品展示　入選入賞作品を展示
　■期 7月25日（土）～8月10日（月）

さんさんギャラリー オアシス
■問☎87－2633　■休水曜

みどり手紙絵クラブ　グループ展
　■日 4月11日（土）～24日（金）
「寸景の記録」　水彩画展
　■日 4月25日（土）～5月8日（金）

　山田錦の館
　■問☎76－2401
　■休月曜

刃物研ぎ
　■日第1、3日曜

午前9時～11時30分

　道の駅みき
■問☎86－9500

刃物研ぎ
　■日 土曜　午前8時～11時

三木山森林公園
■期4月2日（木）～　■申■☎■窓
■問・■申■込☎83－6100　■休水曜

三木山自然観察会・春（要申込）
　■日 5月2日（土）　午前10時～正午
　■場森の研修館　研修室、園内
春の茶会　新緑の三木山でお茶を・・・
　■日 5月3日（日）　午前10時～午後3時
　■場森のお茶室「成蹊閣」
　■定□先 80名
三木山kid’sらぼ
～春のビンゴ！里山で春探し～（要申込）
　■日 5月31日（日）　午前10時～正午
　■場エントランス広場、園内
　■対満4歳以上保護者同伴

■問・■申■込・中央図書館　☎83－1313　　83－1314
■休 23日（木）
・吉川図書館　☎72－1108　■休 23日（木）
・青山図書館　☎87－8000　■休 30日（木）

図書館

子どもの読書週間企画
DVD上映会「おしりたんてい」
　■日 4月26日（日）
　　午後1時30分～3時
　■場 中央図書館　1階視聴覚室

「手話で本を読む」を開始
　■日 4月16日（第3木曜）　午後1時30分～3時30分
　■場 中央図書館　2階対面朗読室
　■対 市内在住・在勤・在学で手話を使って生活している方
　■内 活字での読書が困難な方に、図書館にある資料の内容を手話で通訳
　■申■☎■FAX■窓利用希望日の1週間前までに、氏名、

電話・FAX番号、本の題名を明記し、申し
込んでください。予約がない日は、当日申
込可。

▼利用時間　1人1時間以内

　メッセみき
　■問☎86－9500

関西舞子サンデー
　■日 4月12日（日）
フリーマーケット　■日 4月29日（水）

三木ホースランドパーク
■期4月1日（水）～　■申■☎■窓
■問・■申■込
☎0120－816－892

CCI2☆－L　MIKI2020（総合馬術）
　■日 4月10日（金）～12日（日）
　■場エクウスの森
第22回みっきぃホースフェスティバル馬術大会
（障害飛越）
　■日 4月24日（金）～26日（日）
　■場エクウスの森
新緑の森　森林浴8㎞ウォーク（要申込）
　■日 5月10日（日）
　■場ホースランドパーク
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FAX

▲ワラビ餅

▲ホームページは
　こちら

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントが変更・中止に
なる場合があります。
最新情報は各施設のホームページなどをご覧ください。施設イベント施設イベント
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酒米の王様「山田錦」――。
酒造好適米の生育条件である気候、地形、
地質などに恵まれた兵庫県のなかでも、
産地の格付けで最上である「特Ａ地区」
を含む三木市は、山田錦の品質・生産量
とも日本一を誇っています。

日本一の酒米

山田錦

お酒造りの観点から、山田錦の魅力について伺いました。

アプリをダウンロードし、お
住まいの地域を「兵庫県三木
市」に設定するとスマートフ
ォンに広報みきが届きます。

各部ごとの市政情
報のほか、防災情
報、図書館情報な
どを発信します。

イベント、季節の見
どころなど三木市の
旬な情報や防災情報
を発信します。

　三木市の情報をSNSやスマートフォンアプリで配信しています。下記QRコードを読み取りアクセスしてください。
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　米粒や心白が大きいことをはじめ、たんぱ
く質や脂質の含有が少ないことなど、あらゆ
る点において「山田錦」は酒造好適米として
の特徴を備えています。
　山田錦で醸したお酒は、熟成することによ
り酒の奥行きが深まり、上品な旨味が増して
くるように思われます。
　そのおかげもあって弊社は、世界最大級の
日本酒品評会「インターナショナルワインチ
ャレンジＳＡＫＥ部門」に2年連続で入賞す
るとともに、海外への輸出においても評価を
いただいています。
　今から30数年前、旧醸造試験所（東京）

で、私はこの地域の山田錦を使った吟醸酒の
試験醸造に幸運にも立ち会う機会に恵まれま
した。そこで指導していただいた秋山裕一先
生（後に著書「日本酒」などを出版）に「米
を買うな　土を買え」と言わせるほど、特Ａ
地区の山田錦の評価は格別でした。
　今後も、伝統を守りつつ地元の食と一緒に
楽しんでいただける酒造りに挑戦し続けたい
と思います。

稲見酒造株式会社
社長　稲 見 秀 穂  さん

■問（市）農業振興課　農業政策係




